
サ

ー

ガ

ラ

・
メ

ー

グ

ハ
比

丘

の

法

門

ー

ガ
ン
ダ
ヴ

ュ
ー
ハ
の
思
想
史
的
研
究
の
た
め
の
魔
書

そ
の
二
ー

小

林

圓

照
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は

じ

め

に

法

を

求

め

て
南

詞

す

る

ス
ダ

ァ
ナ
青

年

は

メ

ー

グ

ハ

・

シ

ュ
リ

ー

〈

雲

の

徳

〉

比

丘

の
も

と

よ
り

群

し

て
第

二
の
善

知

識

、

サ

ー

ガ

ラ

・
メ
ー

グ

.
〈

海

の
雲

集

V

比

丘

を
訪

ね

る
。

こ

の

よ
う

な

ス
ダ

ア
ナ

の

不

噺

に
眞

實

を
追

求

す

る
過

程

が

へ
ー

ゲ

ル

の

現

象

學

℃
げ
9、
嵩
○
旨
①
昌
〇
一〇
σq
一①

に
も

讐

え

ら

れ

る

よ

う

で

あ

る
が

(『
華

嚴
思
想
』

中
村
元
博
士
論
文

「
華
嚴
経

の
思
想
史
的

意
義
」
八
八
頁
)

ど

う

で

あ

ろ

う

か
。

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の
中

で
先

の
善

友

か

ら

次

の
善

知

識

へ

と

導

入

す

る
部

分

の
構

成

を

考

察

す

る

こ
と

は
看

過

で
き

な

い
問

題

で

あ

る
。

例

え
ば

こ

の
章

で

は

ス
ダ

ァ
ナ
青

年

は

メ

ー
グ

ハ

・

シ

ュ

リ

ー
比

丘

に
敏

示

さ

れ

た

二
十

一
の
念
佛

法
門

を

想

起

し

つ

つ
次

の
比

丘

を
尋

ね

る
も

の

で
あ

る
。

こ

の
態

度

を

澄

観

は

先

の
比

丘

ふ
る
き

た
つ
ね

の
敏
を
正
観
す
る
の
は

「
故

を

温

る
」

こ
と
で
あ
り
、

後
友
を

求
め
て
進
趣
す
る
意
欲
は

「新
し
き
を
知
る
」
の
で
あ
る
。

ま
た

ス
ダ

ァ
ナ
が

「
學
ん
で
能
く
思
う
」

が
故
に
所
得
が
あ
り
、

「
思

つ
て
能
く
學
ぶ
」
故
に
疲
怠
な
く
進
む
の
で
あ
る
と

『
論
語
』

の

言
葉
で
説
明
す
る
。

ま
た
浬
藥
の
近
因
と
し
て
の
四
事
を
例
に
引

い
て
、

ス
ダ

ァ
ナ
は
念
佛
門
を

「
正
念
思
惟
し
」
、

「如
説
に
修
行

す
る
」
と

同
時
に
、

先
の
比
丘
の
指
示
、

邸
ち
次
の
善
知
識

が

「
善
根
を
資
糧
す
る
因
を
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
」
と
か

「
廣
大

な
る
行
の
海
に
入
る
こ
と
を
完
全
に
浄
化
す
る
で
あ
ろ
う
」

な
ど

と
勧
め
た
こ
と
に
よ
り
、
次

の

「善
友
に
親
近

し
」
、
「
正
法
を
聴

聞
せ
ん
」
と
す
る
。

そ
し
て
後
友

の
教
も
先
友
の
指
示
に
合
致
す

る
の
で
あ
る
。

澄
観
は
こ
の
よ
う
な
關
係
を
前
後
の
比
丘
の
教
示

が
互
に
鉤
鎖
と
な
り
、

前
後
の
善
友
が
主
伜
交
参
す
る
と
言
う
。

ス
ダ

ァ
ナ
か
ら
い
え
ば
趣
入
に
よ
り
到
達
が

あ
り
、

究
童
の
内
に
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趣
入
が
あ
る
、

「向
」
中
に

「果
」
を
含
み
、

「
果
」

の
内
か
ら

「向

」
が
起
さ
れ
る
。

以
上
の
如
き
構
文
を
考
察
す
る
と
き
華
嚴

に
お
け
る
實
践
の
基
礎

と

さ

れ

る

「行
布
師
圓
融
、

圓
融
師
行

布
」
の
立
場
を
こ
こ
に
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
し
、
こ

の
黙
を
拮
華
の
縄
に
求
め
る
な
ら
ば

『臨
濟
録
』
に
い
う

「
童
子

ぐ

か

善

財

も

皆

な

求

過

せ
ず

」

の
語

に
蓋

き

る
。

臨

濟

の
看

終

の
眼

で

把

握

さ

れ

た
所

謂

「
非

神

話

化

」

国
暮

ヨ
唄
島

○
δ
σq
芭

霞

巨

σq

の

一
句

で

あ

ろ

う
。

さ

て

こ
の
章

の

テ

ー

マ
は

「
教

法

U
プ
霞

B
帥

と
海

Qo
餌
σQ
鎚
9

喩

」

と

に
貫

か

れ
、

「
大

本

の
華

嚴

(
普

眼

経
)
」
と

い

わ

れ

る
経

典

観

が

示

さ

れ

る
。

尚

、
堅

意

の

『
入
大

乗

論

上

」

(正
藏

三
二

.
三

八
b
-

c
)

に
毘

佛

略

(<
繊
℃
巳
饗

)

の
教

謹

と

し

て

こ

の
章

と

同

内

容

の
も

の
が

引

用

さ

れ

る
が

善

友

の
名

は

海
憧

比

丘

と

な

つ

て

い

る
。

比

丘

の
観

海

を
大

海

三
昧

と
呼

び

、

普

眼

経

の
喩

が

小

異

す

る

(
『
演

義

砂

』

が

指

摘

し

て

い

る
)

鮎

な
ど

か
ら

、

こ

の

章

の

取

意
要

約

の
文

で

あ

る

と
推

定

さ
れ

る
。

資

料

テ

キ

ス
ト

は

前

號

に

摯
げ

た
梵

(唱
℃

●
①
N

吋
①
1
①
8

D
悼
)
●
藏

(Q。
一.

H
O
冨

i

δ
㎝
び
)
・
漢

(晋

経

・
正
藏

六

九

〇

b
i

六

九

一
c
、

唐

経

・
正

藏

三

三

五

a
I

三

三

六

b
、

行

願

品

・
正
藏

六

八

〇

c
ー

六

八

二

b
)

を

用

い

た

が
、

た

だ

京

都

大

學

所
藏

(榊

亮

三
郎

博

士
將

來

)

の

A

(U
①
9
〈
①
ω
.

幽
Q。
び
μー

ミ

σ
昌)
、

B

(
い
Φ
9
ぐ
①
ω
・

曾

σ
。。
!

α
刈
舷
)

の
爾

本

を
加

え

て
、

鈴

木

・
泉

梵

本

を

讃

む

上

に
参

照

と

し
た
。

【

課

註

サ
ー
ガ
ラ

・
メ
ー
グ
ハ
比
丘
を
訪
ね
て

か
く
し
て
豪
商
の
息
子

・
ス
ダ

ァ
ナ
青
年

は
先
の
善
友

(
乳
ー

ワ
グ
ハ

・
シ
.一リ
ー
〈
雲
の
徳
〉
比
丘
)

の

教
示
を
想

い

起

し

て
、
か
の
智
慧
の
光
明
を
憶
念
し
、
菩
薩
の
解
脱
を
思
惟
し
、

菩

薩
の
三
昧
法
を
清
澤
に
し
、

菩
薩
の
海
の

(
よ
う
に
豊
か
な
)
教

読
を
観
察
し
、
諸
佛
を
見
奉
る
方
庭
を
切
望
し
、

諸
佛
の
海
を
正

念
し
、
諸
佛

の
集
會
に
向

つ
て
親
近
し
、
信
解
し
つ
つ
、
諸
佛
が

鋤

不
噺
に
出
世
さ
れ
る
の
を
憶
念
し
、

佛
の
教
法

・
軌
則
に
随
つ
て

實
践
し
、
諸
佛
の
虚
空

(
の
如
き
境
界
)
を
見
廻
し
て
、

そ
う
し紛

て
次

第

に

サ

ー
ガ

ラ

・
ム

ッ
ク
ハ

〈

海

へ
の
入

口
V

と

い
う

地

方

ω

の

サ

ー
ガ

ラ

・
メ

ー
グ

ハ

〈

海

へ
の
雲

集

V

比

丘

の
所

を

指

し

て

往

き

ま

し

た
。

サ

ー
ガ

ラ

・
メ

ー
グ

ハ
比

丘

の
爾

足

を

頭

で

禮

拝

し
、

比

丘
を

右

蓬

し

て

の
ち

(
比

丘

の
)

面

前

に

合

掌

し

、

起

立

し

て
次

の

よ
う

に
言

つ
た

。

(
O
<
・
℃
℃
。
①
笛
}
節
①
ー
①
ω
u
Oo
)

(1)註(2)

鈴

木

・
泉

本

は

δ
閃
9
日

と

あ

る
が
、

京

大

所

藏

A
本

は

こ
の

一
句

が

歓

け
、

B
本

は

δ
閃
p
筥

で
あ

る
。

藏

課

本

は

団
①

のΦ
。・

ω
昌
ρ
口

げ
ρ

と

あ

り
漢

課

三
本

の

「
智

慧

光

明

」

に
相

当

す

る
。

藏

・
漢

所

課

の
原

本

は

甘
蝉
口
巴
○
犀
p
白

と

な

つ

て

い
た

も

の

か
。

ぴ
犀
亀
亀
財
9
浩

帥
N
帥
ヨ
℃
帥
鼠

臼

〈
諸

佛

が

次

々
と

相
績

す

る

こ
と

を
〉

の
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(3)(4)

意

。

晋

経

は

コ

切
佛

次

第

興

世
」
、
唐

経

は

「
諸

佛

出

現
次

第

」
、

行

願

品

は

「
諸

佛

出

現
」
、

藏

課

本

は

σq
o
お

昌
ρ
。。

σq
9
σq

けロ

げ
H
σQ
団
q
α

℃
ρ

と

あ

る
。

前

章

に

叶葺

げ
91σq
ρ
叶
ρ
℃
霞

ρ
旨
℃
ρ
感
…
。。
9
白
β
α
91
σq
ρ
ヨ
ρ
ー

〈
如

來

が
漸

次

に
出

現

す

る

こ
と

〉

の

句

(Ω
<
・

℃
・

①
H
鳩
N
ω
)

が

あ

る

が
、

こ

の
用

法

の
術

語

化

か

、
ー
。。
ρ
8
賃
α
91

σQ
ρ
白
ρ

を

失

つ
た
も

の

か
。

留

σq
母

㌣

竃
島

匿

(鼠

ヨ
ρ
)

象

犀
℃
轟

身

巳

窮

P

漢

課

三

本

と

も

「
海

門

國

」
、

藏

課

は

℃
げ
団
○
σQ
。・
吋
胤

ご
9

ω
H
σQ
図
曽

ヨ

富
げ
o
官

。。σq
O
・

〈
海

へ
の
入

口
〉

と
言

う
國

と

は
教

法

の
海

へ
の
入

り

口

の
意

、

『
探

玄

記

』

は
海

門

國

に

つ

い

て

「
此

國
近

在

二
南

海

一、

城

門

向

γ
海

故

名

也

。

又
表

三
観

海

門

開

見
二
治

地

法

界

一故
」
。

と

あ

り
、

『
刊

定

記

』

は

「
脩

治

(
あ

る

い

は
徳

)

心

海

之
方

便

故

日
二
海

門

一、

此

國

正

當

二

南

海

口

一故

」

と
繹

し
、

『
澄

観

疏
』

『
行
願

品

疏
』

は

「
海

門

國

者

彼

國

正

當

二
南

海

口

一
故
、

表
下
観

二
心
海

深

廣

一
爲
中
治

心

地
之

(
深

廣

)

門
上
」

と

述

べ
て

い

る
如

く

、

ど

の
繹

も
治

地

住

の

法
海

を
観

ず

る
門

戸

と
見

倣

し

て
い

る
。

こ

こ
か

ら
南

方

街

道

六

十

由
旬

の
所

に

サ
ー

ガ

ラ

・
テ

ィ
ー

ラ

〈
海

岸

〉

と

い
う

ラ

ン
カ

ー

へ
の
路

が

あ

る

と
、

こ

の

章

の
終

り

に
あ

る

黙

か

ら
、
O
O
且

Φ〈
Φ
同
㊤
ヨ

あ

る

い

は

2
Φ
σq
9
℃
暮

9
ヨ

に

比
定

さ
れ

る

達

羅
砒

茶

國

の
首

都

・
建
志

補

羅

閑
帥
は
o
骨
ロ
同ρ

(『
西

域

記

十

』
)

と

見
倣

す

こ
と

も

で

き

よ

う
。

『
三

藏

法
師

傳

四
』

で

は

「
建

志

城

印
度

南

海

之

口
、

向

二
層
伽

羅

國

(
セ
イ

ロ
ン
)
一
水

路

三

日

行

到

」

と

あ

る
。

の
節
σq
舘

9
i
日
Φ
σQ
げ
ρ

⇔
餌
ヨ
ρ

ぴ
窪
犀
切
口

漢

課

は
海
雲

比

丘
、

藏
…
課

は

O
σq
O

巴
○
》

円
σq
団
ρ

ヨ
錺
ぽ
o
官

ω℃
同ヨ

・
〈
海

の
雲

集

〉

と

課

し

て

畠
げ
錠

B
ρ
あ

91σQ
震

P
ー
ヨ
Φ
σq
げ
9

即

ち

ダ

ル

マ
な

る
海

の
あ

つ
ま
り

と

言

う
寓

意

に
と

つ
た
。

(
「
禅

學

研
究

」

前

號

の
、
「
メ
ー

グ

ハ

シ

ュ
リ
ー

比

丘

の
法

門

」

一
六

一
頁

、

註

幽
参

照
)

法

藏

(六

四

三
-

七

一
二
)

は
㈹

〈
海

の
雲

〉

と

し

て
、

比

丘

が
海

岸

に
在

つ

て
縁

起

の
大

海

を

観

ず

る

に
海

上

の
人

法

の
荘

嚴

の
遍

く
覆

え

る

こ
と

雲

の
如

し
と

見

る
所
観

を
名

と

し

た

と
解

し
、

あ

る

い
は
㈲

〈
海

と
雲

〉

と
.み

て
、
海

と

は

比

丘

の
内

具

の
徳

の
深

廣

で
あ

る

こ
と

、

雲

は
鷹

機

の
法

雨

を
降

ら

す

も

の

と
し

、

ま

た

は
③

境

(深

廣

な

る
法

界

の
海

)

と

智

(周

遍

す

る
大
智

の
雲

)

と

す

る
。

慧

苑

(
七

一
八
ー

七

七

八

)

は
㈹

の
解

繹

を

し
、

李

通

玄

(
六

三

五
i

七

三
〇
)

は

『
新

華

嚴

論

』
、

『
決
疑

論

』

で

③

を
内

徳

と

す

る

比

丘

の
立

場

で

㈲

と
同

じ

見

解

、

澄

観

(七

三
八
-

八

三
九

)

も

同
趣

。

曽

尚

、

こ
の

一
文

節

は

ス
ダ

ァ
ナ
青

年

が

前

比

丘

の
法

を
想

念

し

つ

つ
、

次

へ
と

言

う
導

入
部

で
あ

る

か
ら

、

唐

経

は

「
正

念

観

察

…

門
」

の

句

、

行

願

品

は

「
随

順

所
有

(

(あ

る

い
は
所

見

)

…

門
」

の
句

を
連

ね

る
。

晋
維

は
梵

本

と
句

が

一
致

し

な

い
、

取

意

し

て
略

し

た

も

の

か

。

「
聖
者
よ
。
私
は
無
上
の
正
等
覧
に
向
つ
て
出
議
し
て
、

無
上

の
智
慧
の
海
に
趣
入
し
よ
う
と
望
ん
で
い
ま
す
。

し
か
も
、

い
か

に
し
て
菩
薩
ら
は
世
間
の
家
か
ら
轄
出
し
て
如
來
の
家
門

に
進
ん

で
行
く
か
を
私
は
知
ら
な
%
・

い
か
に
し
て
菩
薩
ら
は
輪
廻
の
海

を
渡

つ
て

一
切
智

(佛
)
の
智
慧
の
海
に
到

る
か
を
、

い
か
に
し

て
菩
薩
ら
は
凡
愚
の
人
々
の
住
地
を
離
れ
て
如
來
の
種
姓
に
生
れ
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る
か
を
、

い
か
に
し
て
菩
薩
ら
は
輪
廻
の
河
流
を
出
て
菩
薩
行
の

河
流
に
入
る
か
を
、
い
か
に
し
て
菩
薩
ら
は
生
死
流
轄
の
海
(
に
趣

く
)

生
き
方
の
車
輪
を
止
め
て
菩
薩
の
行
と
願
と
の
爾
輪
を
轄
ず

㈲

る
か
を
、

い
か
に
し
て
菩
薩
ら
は
あ
ら
ゆ
る
悪
魔
ら
の
衆
會
を
打

ω

ち
滅
ぼ
し
て
す
べ
て
の
諸
佛
の
集
會
の
根
源
を
明
ら
か
に
す
る
か

を
、

い
か
に
し
て
菩
薩
ら
は
渇
愛
の
海
を
千
し
上
げ
て
、

大
悲
の

水
を
埆
量
さ
せ
る
か
を
、

い
か
に
し
て
菩
薩
ら
は
あ
ら
ゆ
る
苦
難

㈹

虞
と
悪
趣
の
世
界
で
あ
る
堕
落
の
門
を
閉
ぎ
し
て
浬
禦
で

あ
る
天

國
の
門
を
開
く
か
を
、

い
か
に
し
て
菩
薩
ら
は
三
界
の
城
門
を
破

壊
し
て

一
切
智
の
都
市
の
門
扉
を
開
く
か
を
、

い
か
に
し
て
菩
薩

ら
は
あ
ら
ゆ
る
生
活
に
資
す
る
道
具

へ
の
渇
愛
を
放
棄
し
て
す

べ

㈲

て

の
衆

生

を

撮

取

・
利

盆

し

よ

う

と

す

る
願

望

を
起

す

か

を
、

私

は
知

ら

な

い
」
Q

〔
○
-<
●
℃
℃
'
①
ω
り
G◎
l
H
OQ
〕

(5) 註

晋
経

は

「
菩
薩

云
何
離
二
生
死
性

一、
得
二
不
退
韓
如
來
家

一」
と
取
意
課

を
し
て
い
る
。
行
願
品
は

こ
の
句

の
前

に
梵
、
藏
課
、
他

の
二
漢

課
に

な
い

「
菩
薩
云
何
能
具
二
菩
薩
行

一
長
二
養
菩
提
種
一」

の

一
句
が
あ
る
。

こ
の

一
句
が
他
の
句
と
較

べ
て
迷

・
悟
相
封
で
な
い
黙

か
ら
も
附
加
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し

こ
れ
に
つ
い
て
推
測
が
許

さ
れ

る
な
ら
、

次

に
出

る
比
丘
の
答

え
の

「
若
諸
衆
生
未
曾
修
種
深
固
善
根
則
不
能
護

阿
褥
多
羅

一三
貌
三
菩
提
心
」

(
行
願
品
)

の
句
を
豫
想

す
る
も

の
で
あ

り
、
『
探
玄
記
』

に
も

コ

一
各
二
、
謂
背
ゾ
凡
向
〆
佛
、
捨
三
生
死

一向
二

(6)(7)(8)(9)

佛
果

こ

と
指

摘

し

て

い
る

よ

う

な

二
元

的

、

樹

立

的

な

表

現

法

を
避

け

る
意

識

が
行

願

品

に
は

含

ま

れ

て

い

る
と

見

る

の

は
穿

ち

過

ぎ

る

で

あ

ろ

う

か
。

晋

経

は

「
滅

二
諸

趣

輪

一満

二
諸
願

輪

一」
、

唐

経

は

「
云
何

能

破
二
生

死

輪

一成

こ
菩
薩

願

輪

己
、

行

願

品

は

「
云
何

能

壌
二
生

死
輪

一成

二
就

大

願

輪

こ

と

あ

る
。

漢

課

で

は
滅

・
破

・
壌

と

漏

・
成

・
成

就

と

の

封

照

と

な

つ

て

い
る

が
、

巳

く
ρ
算
p
暮

①

〈
止

め

て
〉

と

91
く
9
詳

ρ
口
けΦ

〈
転

　

　

ず

る
〉

と

の
対

句

に
課

し

た
。

漢

課

に

は
行

願

の
輪

の
意

味

が

出

て

い

な

い
が
、

び
o
自
ぼ

ω
ヰ
げく
9
1
0
9
円
図
91
℃
H
ρ
O
置

げ
91
昌
ρ
;
o
㊤
閃
H
①

と

藏

課

の

げ
網
践

9

β
び

ω①
日

ω
山
℃
書

凶

ω℃
遷

◎

℃
ρ

α
器

ω8
0
昌

冨
目

αq
胤

廿
閃
o
目

δ
H
I

と

の
意

に
沿

つ
て

「
菩

薩

の
行

と
願

と

の
雨
輪

を
」

と

し

た
。

『
行

願

品
疏

』

は
大

願

輪

を

繹

し

て

「
大

願

輪
者

鑑

二
衆

生

界

一窮

二

無

際

一故

(
華

…嚴
疏

は

「
窮

三
二
際

一無
〆
有

二
終

始

一故

、」

と

あ

る
)
、

衆

生

界
蓋

、

大

願

方

終
、

故
封

二
生
死

一以
〆
立
ゾ
輪

稻

」

と

言

う
。

「
す

べ

て

の
諸

佛

の
集

會

の
根

源

を
」

と
課

し

た
所

は

鈴
木

・
泉

本

は

ω
鍔

ぐ
9
ー
び
信
α
自
げ
ρ
ヨ
p
O
α
巴
ρ
i
℃
H
ρ
げ
げ
ρ
ぐ
ρ
日

と

あ

り
、

京

大

所

藏

B

本

は
ー

げ
げ
ρ
<
ρ
⇔
僧
日

・

A
本

は

℃
鎚

び
げ
ρ
<
9
口
㊤
ヨ

と

な

つ

て

い
る
。

漢

課

は

「
佛

功

徳

」

(
晋

)、

「
佛

境

界

」

(唐

・
行

願

品

)

に
當

り
、

こ

こ

で
は

A

本

を
採

つ

た
。

ω霞

く
欝

沼

や
91
℃
91
図
ρ
占

母

σq
鉾
江
1
≦

巳
℃
騨

ρ
1
α
<
91
鼠

嘗
●
「
諸

悪
道

」
(
晋

纒

)、

「
衆

難

悪

趣

門
」

(唐

経

)
、

「
三
塗

八
難

門

」

(
行

願

品
)
。

暮

℃
巴

錯

雪

江

ω
霞

く
9
宣

σQ
9
げ
あ

ρ
3
σq
蚕

げ
㌣

蜜

巷

乙
ぼ

日

に
當

る
部

分

は
晋

課

「
獲
二
弘

誓

願

一囁

二
取

衆

生

一」

が
原

文

に

近

い
。

行

願

品

は

終

り

に

「
唯

願
慈

哀

爲
μ
我

宣

説
」

と
補

意

し

て

い
る
。
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菅

尚

、

こ

の

一
段

は
凡

か

ら

聖

へ
の
法

要

を

諮

問

す

る
十

箇

の
封

句

で

あ

る
が

、

『
捜
玄

記

』
、
『
探

玄
記

』

は
前

五

句

を
自

利

、

後

五
句

を
利

他

の
菩

薩

道

を
質

問

す

る
も

の
、

あ

る

い

は
初

句

は
韓

位

に
約

し

、
他

は

喩
…説

で
あ

る
、

と
も

理

解

し

て

い
る
。

こ

の

よ

う

に
問

わ

れ

た

と

き
、

サ

ー
ガ

ラ

・
メ

ー
グ

ハ
比

丘

は

ス
ダ

ァ
ナ
青

年

に
次

の

よ

う

に
答

え

ま

し

た
。

「
よ

い
か

な
、

よ

い
か

な
、

良

き

家

の
男

子

よ
、

お

ま

え

は
無

㈲

上
の
正
等
覧
に
望
み
を
起
し
た
。

ま

こ

と

に
、

良
き
塚
の
男
子

よ
。

深
く
お
ろ
さ
れ
た
善
根
の
な
い
衆
生
ら
に
は
正
覧

へ
の
望

み

を
起
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

普
き
徳
善
の
光
明

へ
の
入
口
を
得
て

い
る
衆
生
ら
と
、

方
便
の
胎
藏
と
正
道
な
る
三
昧
と
智
慧
の
光
明

と
に
照
ら
さ
れ
た
衆
生
ら
と
、

廣
大
な
る
編
徳
の
海
の
資
糧
を
聚

め
て
い
る
衆
生
ら
と
、

あ
ら
ゆ
る
白
澤
法
の

一
つ

一
つ
を
積
集
し

て
全
く
解
怠
な
き
衆
生
ら
と
、

あ
ら
ゆ
る
善
友
を
守
護
し
親
近
し

て
疲
厭
し
な
い
衆
生
ら
と
、

身
命
を
氣
に
か
け
な
い
衆
生
ら
と
、

あ
ら
ゆ
る
財
物

へ
の
愛
着
を
離
れ
て
い
る
衆
生
ら
と
、

高
低
の
な

い
大
地
の
よ
う
に
丞
-等
な
心
を
も
つ
て
い
る
衆
生
ら
と
、

本
然
の

慈
悲

と
情
愛
に
随
順
す
る
衆
生
ら
と
、

一
切
の
有
情
の
世
界
に
共

に
生
活
し
よ
う
と
趣
く
衆
生
ら
と
、

如
來

の
境
界
を
望
む
衆
生
ら

㈹

に
は
正
畳

へ
の
望
み
を
嚢
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

印
ち
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
救
濟
し
よ
う

と

し

て
大
悲
の

心

を
起

し
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
と
等
し
く
交
わ
る
た
め

に
大
慈

の

心

を

起

し
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
苦
の
集
り
を
滅
し
よ
う
と

し
て
安
樂

の
心

を
起
し
、

あ
ら
ゆ
る
不
善
の
法
を
噺
じ
よ
う
と
し
て
饒
盆
の
心
を

起
し
、
あ
ら
ゆ
る
怖
れ
よ
り
守
護
す

る

た

め

に
哀
敗
心
の
心
を
起

し
、
あ
ら
ゆ
る
障
凝
を
除
く
た
め
に
無
執
着

の
心
を
起
し
、

あ
ら

ゆ
る
法
界
に
い
つ
ば
い
に
振
が
る
た
め
に
廣

大
な
る
心
を
起

し
、

虚
空
の
如
き
集
會
の
到
る
と
こ
ろ
に
随
行

・
往
詣
す
る

た
め
に
無

限
の
心
を
起
し
、

三
世
に
蓋
き
ぬ
智
を
遍
漏

す
る
た
め
に
清
澤
な

る
心
を
起
し
、

あ
ら
ゆ
る
障
凝
の
知
を
滅
し

て
、

一
切
智
(佛
)
の

⑯

智

慧

の
海

に
到

達

す

る

た
め

に
智

の
心

を

起

す

の
で

あ

る
。

〔
○
<
.
℃
℃
.
①
ρ

鱒
Q。
1
①
♪

①
〕

(10)註(12)(11)

こ

の
部

分

が
梵

、

藏

詳

と

異

な

り
漢

課

三
本

は
問

答

膿

と

な

っ

て

い

る
。

例

え

ば
唐

経

で
は

「
善

男
子

。

汝

已

獲
二
阿
褥

多

羅

三
貌

三
菩

提

心

一耶

。
善

財

言

唯

。

我

已
先

獲

阿

褥

多

羅

一三
貌

三
菩
提

心
」

び
o
O
げ
9
11
σ
o
α
三

℃
(切
=
α
α
げ
一ω什

H由
図
び
目
一創

ω
吋
叶
●)

ω
ρ
ヨ

ρ
暮

9
ヨ
偉
犀
げ
ρ
i
閃
需

巴
弩

9
げ
げ
91
ω
ρ
ー
喰

ρ
江
冨
σ
げ
91
昌
蝉
ヨ
糟

α
σq
①

げ
ρ
官

諄

。。ρ

げ
ρ
ω
αq
o

屏
q
昌

ε

撃

ρ
ロ

び
錠

げ
ρ

ε

夢

○
σ

℃
p

自
ρ
昌
・

「
得

普

門

善

根
普

照
光

明

法

門
」

(晋

経

)
、

「
得

二
至
等

無

凝
境

界

(普

門

善

根

光

明

)

照

一』

行

願

品

(唐

経

)
。

京

大

A
・
B
本

は

!
閃
需

巴
ρ
1

で

あ

る

が

閃
自
o
巴

9
ヨ
包

ρ

で
あ

る

べ
き

か
。

『
探
玄

記

』

は

こ

の
句

じ

を

「
普
門
普
照
等
多
是
前
功
徳
雲
所
得
法
。
亦
是
宿
有
二
普
賢
種
性

一故

也
」

と
繹

し
、
同
じ
く

『
澄
観
疏
』

『
行
願
疏
』
も
総
結
の
句
と
見

て

「
宿
植
二
普
賢
無
碍
法
門

一、

成
二
種
性

一
故
」

と
理
解
し

て
い
る
。

『
刹
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(13)(14)
㊤CQ刈 ① σ1蒔 ω 鳴 ト▲

定
記
』

は

「
普
門
善
根
光
明
」
を
繹
し
て
善
根
と
な
る

一
行

を
修
せ
ば

印

一
切
行

で
あ
り
、

一
々
の
行
時
に
智
慧
明
了
と
な
る
の
で
あ

る
か
ら

光
明
と
呼

ぶ
と
言
う
。

以
上

の

一
節
は
衆
生

が
菩
提
心
を
護
起
す

る
十

一
の

條
件

で

あ

る
。

『
探
玄
記
』

は
能
獲

の
徳
を
顯
わ
す
と
述

べ
、

『
行
願
品
』
『
澄
観
疏
』

は

「
善
友

に
親
近
す

る
」
と

い
う

一
句

は
能
護
の
縁

で
あ

り
、
他
は
因

で
あ

る
と

い
う
。

『
捜
玄
記
』

が
次

の
十

一
菩
提
心
に
封

し
て
自
利
を

中
心

に
読
か
れ
た
と
解
す

る
の
は
限
定
し
た
見
方

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
説
か
れ
た
獲
菩
提
心

の
勝
相

で
あ
る
十

一
句

を
整
理
す
る
と
、

梵

藏

晋

(唐

・
行

願
)

暴

ρ
げ
欝

p
三

8

!
9
簿
ρ

ω馨

ロ

ご
①
o
げ
Φ
昌

℃
o
官

ω
Φ
ヨ
ω

大
悲

心

(ヨ

ρ
げ
助
)
ー
ヨ
飢
貯
同!
9
詳

9

げ
団
9
日
ω
℃
ρ
甘

ω
①
日
ω

大

慈

心

ω
目
犀
げ
帥
I
O
一
叶
叶
ρ

げ
犀

ρ
ー
O
搾
叶
ρ

α
ρ
団
魑
!
○
津
富

舘

ρ
》
σq
9
-
9
ヰ

ρ

<
首

巳

p
I
o
一
洋

ρ

9
⇒
ρ
昌
叶
騨
1
0
犀
叶
9

〈
一
ヨ

ρ
一
ρ
I
O
洋
げ
9

H
O

<
け
目
α
α
げ
9
1
9

洋

ρ

り

=

冒

帥
口
ρ
占

詳
3

法

藏

は

こ
の
十

一
心

を
初

め

の
四

心

を

「
生

を
雛

す

る

心
」

と

し
、

現

苦

を

救

い
、

②

現

樂

を

授

け
、

び
α
Φ

げ
ρ
甘

ω①
ヨ

ω

無

疲

倦

心

(
安

樂

心
)

℃
げ
ρ
ヨ

℃
ρ
官

ω
Φ
ヨ
。。

饒

盆

心

び
界

ωΦ

℃
9
官

ω①
ヨ
。。

無

畏

心

(
哀

悪

心

)

○げ
ρ
σq
。。
唱
ρ

ヨ
①
α
℃
9
官

。・②
8

ω
無

凝

心

(
無
著

心
)

層σq
団
ρ

o
げ
Φ
口

℃
○
甘

ω⑦
ヨ

ω

廣

大

心

目
叶
ゴ
ρ
骨

団
9
ω
唱
ρ
官

。。
①
8
ω

無

邊

心

臼

一
ヨ

ρ

ヨ
⑦
α

℃
9
官

ω
①
日
ω

廣

心

(
寛

博

心
、

無

垢

心

)

旨

9
白

℃
p
同
自
ρ
σq

唱
9
官

ω
①
日
ω

清

浮

心

智

心

(
智

慧

心
、

大

智

心

)

ω

個

當

苦

を
滅

し
、

ω

苦

因

を
除

く

と

解

し
、

次

の

二
心

を

「
障

を
滅

す

る

心
」

と

し
㈲

煩

衡

障

を

断

じ

㈲
所

知
障

を
除

き

、

次

の

二

心

を

「
理

を

謹

す

る

心
」

と

呼

び

の

正

詮

と
圖

後

得

に
當

て
、

最
後

の

三
心

を

「
佛

に
赴

く

心
」

と

し

⑨

佛

身

を
見

、

㈹

佛

量

智

に
順

じ

㎝
佛

の
理

智

を

究

め

る

と

理
解

す

る
。

ま

た

澄

観

は

大

慈

悲

心

(
前

五

)、

深

心

(
次

四

)、

直

心

(後

二
)

の
三

心

に
配

す

る

の

は
卓

見

で

あ

る
。

ま

た

四

弘
誓

願

に
順

じ

て
繹

す

る

こ
と

も

あ
げ

て

い

る

が
、

要

約

せ

ば

「
護

大

悲

心
」

の

一
句

に
　蓋
き

る

と

い

う
。

更

に
澄

観

は

こ

の
菩

提

心

が

治

地

住

の
菩

薩

の
十

心

に

多

く
同

ず

る
も

の

で
あ

る
と

言

う
。

こ

の
章

が

至
相

大

師

(
五
五

七
ー

六

四
〇

)

以

來

、

華

嚴

の
十

住
品

の
十

住

中

の
第

二

の
治

地

住

に
配

繹

さ

れ

る

の
が

常

套

に

な

つ

て

い
る
鮎

か

ら

も

一
考

を
要

す

る

で
あ

ろ

う
。

喩
閃
朔
91
ω鱒

.
8
q
oo
ρ
団
9

℃
・嵩
ω
矯

ド
目占

α

に

《
菊
ρ
歴
U
O
一評
ρ
ー
α
】P
91
目
ρ
口
剛》

と

し

て
引

用

さ
れ

る
十

心

と
晋

・
唐

雨

経

と

關
連

の

あ

る
十

地

中

の
第

二
離

垢

地

の
十

善

道

の
あ

と

に
説

か

れ

る
十

心

(近

藤

本

四

二
頁
)

を
樹

比

す

る

と

、喩
犀
讐

暑
§

旨

u
惹

げ
呂
露

㌣

晋
虐

灘

霧

G◎ 『 ① α ら ω 鱒 ト」

げ
津

ρ
1
0
蹄
げ
ρ
酔
91

ω
q
犀
げ
ρ
ー

α
窒

91
1

ω
巳

σQ
α
げ
ρ
1

℃
ユ
嵐

㊤

ロ
β
σQ
同
ρ
げ
9
;

貯

ρ
冨

91
ー

ω
P
日

9
1

ω巳
σQ
α
げ
ρ
」

汀

首
㌣ミミ

ミ

大
慈
心

利
盆
心

ミ

大
悲
心

大
悲
心

ミ

樂

心

安
樂
心

(
]8
臥
ヰ
9
ー
)

安
住
心

安
住
心

漱
喜

心
、
憐
慰
心

度
衆
生
心
、
囁
受
心

守
護
衆
生
心
、
守
護

心

我
所

心
、
同
己
心

ヘユ ①Oo㎝ 蔭 ωH卜 ○
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(⑩
)

91
0
91
目同
p
i

ミ

師

心
、

師

心

⑩

(δ

ゆ
99
ω
貫
ア

ミ

如
來

心
、

導

師

心

H
O

以

上

の
ご

と

く

澄

観

が

『
演

義
砂

』

で
菩

提

心

に
配
當

し

て

も

曽

犀
げ
・

帥
」

げ
詳
ρ
」

α
ρ
図
91
1
.
な

ど
が

一
致

す

る
程

度

で
あ

り
、

そ

の
黙

、

十

地

の
第

二
地

と

は
緊

密

に
關

連

し

て

い

る

こ
と

が

窺

わ

れ

る
。

む

し

ろ
、

こ

こ
で

看

過

し

て
な

ら

ぬ

こ
と

は

一
致

し

な

い
も

の
、

例

え

ば

ρ
ω
ρ
》
σq
ρ
℃

<
首

巳
9

p
昌
ρ
⇔
叶
P

言

日
巴
9
℃

<
δ
賃
α
創
げ
ρ

な

ど

の
術
語

が

ふ

ん
だ

ん

に

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の
内

に
使

用

さ

れ

て

い

る
瓢

を

注

目
す

る

こ
と

が
、

こ

の
聖

典

の
濁

自

な

も

の

を
知

る
鍵

と

な

る

で

あ
ろ

う
。

㈲

「良

き
家
の
男
子
よ
。
私
は
漏
十
二
年
の
間
、

こ
の
サ
ー
ガ
ラ

・

ム
ッ
ク
ハ
〈
海

へ
の
入
口
V
と
い
う
地
方
に
住
ん
で
い
る
。

そ
し

て
こ
の
大
海
を
封
象
と
し
て
観
察
し
て
、
師
ち
、

大
海
の
廣
博
で

あ
つ
て
量
り
が
た
い
こ
と
を
思
惟
し
て
、

大
海
が
無
垢
で
明
深
で

㈹

あ
る
こ
と
を
思
惟
し
て
、

大
海
が
甚
深
で
あ
つ
て
底
を
測
り
が
た

㈲

い
を
思
惟
し
て
、

大
海
が
順
次
に
底
が
整
つ
て
い
る
こ
と
を
思
惟

し
て
、

大
海
が
多
数
の
寳
石
の
庫
で
多
彩
に
装
飾
さ
れ
て
い
る
こ

⑱

と
を
思
惟
し
て
、

大
海
の
水
量
が
無
量
で
あ

る

こ

と
を
思
惟
し

て
、

大
海
が
不
思
議
で
輝
か
し
い
色
彩
を
し
た
水
の
色
に
差
別
が

あ
る
こ
と
を
思
惟
し
て
、

大
海
が
敷
限
り
な
い
生
物
の
住
居
で
あ

る
こ
と
を
思
惟
し
て
、

大
海
が
色
々
の
奇
異
な
大
動
物
が
住
ん
で

い
る
庭
で
あ
る
こ
と
を
思
惟
し
て
、

大
海
が
大
雲
に
覆
わ
れ
て
い

⑯

る
こ
と
を
思
惟
し
て
、

大
海
の
内
は
満
ち
て
海
水
で
い
つ
ば
い
に

'

ひ

り

む

　

ほ

ま

な

つ

て

い
る

こ
と

を

思
惟

し
観

察

し

て

い

た
」
。

「
良

き

家

の
男

子

よ
。

か

く

の

ご

と

く
私

が

思

惟

し
、

ま

た
、

更

に
他

の
誰

も

こ

の
世
間

で

こ
の
大

海

よ
り

以

上

に
、

も

つ
と
廣

大

で
、

も

つ
と
博

く

、

よ
り

無

量

で
、

よ

り

深
甚

で
、

よ
り

色

彩

の
鮮

や

か

な
海

を
見

る

こ

と

は
あ

る

ま

い

と
、

良

き
家

の
男

子

㈲

よ
。
そ
の
よ
う
に
私
が
充
分
に
心
に
思
念
し
了

つ
た
時
に
、

大
海

㈱

の
底
か
ら
大
き
な
パ
ド
マ
〈
水
蓮
華
〉
が
湧
出
し
て
き
た
。

そ
の

圃

サ

フ
ァ
イ

バ
ド
マ
は
無
勝
無
比
の
マ
ニ
寳
を
イ
ン
ド
ラ

ニ
ー
ラ
寳
石
く
青

玉

ア

グ

イ
ア

モ
ン
ド

㈲

石

V

と

バ

ジ

ラ
〈

金

剛

石

〉

の
董

を
も

ち

、

バ

ー

イ

ド

ゥ

ル
ヤ
寳

ヰ
ヤ

ツ
ア

イ

㈲

〈
瑠
璃
〉
の
大
き
な
ア
バ
タ
ム
サ
カ
〈
華
?
V
を
も
ち
、

ジ
ー
ヤ

ン
ブ
ー
ナ
ダ
の
黄
金
で
で
き
た
無
垢
で
廣
い
花
辮
を
も
ち
、

随
時

に
酸
る
沈
水
香
と
白
檀
の
蕾
で
荘
嚴
さ
れ
、
ア
シ
ュ
マ
・ガ
ル
バ
〈

ア
ガ

テ

エ
メ
ラ

ル
ド

㈱

璃
璃
?
翠

玉
?
V

の
花
綜
を
つ
け
た
海
の
よ
う
に
廣
く
大
き
な
毫

を
も
つ
て
い
る
。

百
萬
の
ア
ス
ラ
〈
阿
修
羅
V
王
ら
に
よ
つ
て
支

え
ら
れ
た
ダ
ン
ダ

・
ガ
ル
バ
〈
董
藏
の
意
で
あ
る
が
根
董
か
球
根

㈲

か
〉
を
あ
ち
、

百
萬
の
マ
ニ
寳
で
彩
ら
れ
て
輝
く
寳
石
の
網
で
全

㈲

く
覆
わ
れ
て
い
る
。

(そ
の
パ
ド

マ
に
)
百
萬
の
ナ
ー
ガ
〈
龍
V

王
ら
は
香
水
の
雨
を
降
ら
し
、

百
萬
の
ガ
ル
ダ
〈
迦
櫻
羅
V
王
ら

は
理
路
と
マ
ニ
寳
の
繕
帯
帯
と
眞
珠
の
首
飾
り
を
口
に
街
え

て
垂

鋤

ら
し
、

百
萬
の
キ
ン
ナ
ラ
〈
緊
那
羅
V
王
ら
は
饒
盆
の
心
を
も
つ

圃

て
よ
く
観
察
し
、
百
萬
の
マ
ホ
ー
ラ
ガ
〈
摩
喉
羅
伽
〉

王
ら
は
顔

國

を
垂
れ
て
親
近
・奉
仕
し
、
百
萬
の
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
〈
羅
刹
V
王
ら
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b

は
身
艦
を
ま
げ
て
禮
拝

・
恭
敬
し
、

百
萬
の
ガ
ン
ダ

ァ
ル
バ
〈
乾

閣
婆
V
王
ら
は
色
々
の
樂
器
の
合
奏
で
讃
歌
を
唱
つ
て
お
り
、
百

萬

の
デ
ー
ヴ
ァ
〈
天
〉

王
ら
は
香
水
や
花
理
や
焼
香
や
煉
香
油
や

粉

末
香
や
、
衣
服
、
傘
蓋
、
橦
、
旗
幡
な
ど
を
雨
降
ら
し
、

百
萬

の
ブ
ラ
フ
マ
ン
〈
梵
V
王
ら
は
頭
を
下
げ
て
親
近
し
、

百
萬
の
シ

ュ
ダ

ァ
・
ア
バ
ー
サ
カ
ー
イ
カ
〈
深
居
天
〉

王
ら
は
合
掌
し
て
敬

禮

し
て
お
り
、

百
萬
の
チ
ャ
ク
ラ

・
パ
リ
バ
ル
タ
〈
轄
輪
王
〉
人

王
ら
は
七
寳
を
そ
れ
ぞ
れ
捧
げ
て
供
養
し
、

百
萬
の
海
神
の
王
ら

鱒

は

海

よ

り
踊

出

し

て
敬

禮

を

す

る
」
。

〔
○
<
●
℃
℃
●
①
《

刈
1
①
9

ド
〕

(15)(17)(16)(18)(19(20)

十

二
年

間

の
観

海

を
各

経

疏

は
古

人

の
説

と

し

て

「
十

二
因

縁

の
大

海

を
観

察

す

る
」

と

い
う
。

「
捜

玄

記

」

に
は

「
縁

起

の
法

門

を

見

る
」

と

あ

る
。

≦
ヨ

巴
ρ
ー
℃
H
9
ω9
昌
昌
9
け
帥
臼

こ

の

一
句

が
漢

課

三
本

に
歓

け

て

い

る
。

p
昌
自
℃
日

く
ρ
-
巳

ヨ
昌
甲

誓

ω9

一け
9ー
ヨ

「
漸

漸

(
唐
経

は

次
)

深

廣

」

(晋

・
唐
)

と
あ

り

、

行

願

品

は
原

文

に
相
鷹

し

な

い

「
(
思
惟

大

海

)

同

一
餓

味
」

の
句

が
あ

る
。

-

<
鍵
一ω閃
9
昌
α
け
91℃
H
ρ
ヨ

91
口
ρ
茜

5

「
無

量

水

聚
」

(晋

)
、
「
積

無

量

水
」
唐

「
(
呑

)
納

衆

流

」

(
行

願

品

)

と

あ

る
。

ヨ
9
げ
帥
ヨ

①σq
げ
9
1
℃
H
ρ
江
o
o
げ
ρ
⇒
ロ
簿

91日

「
大

雲

彌

覆
」

(
晋

)
、

「能

受

大

雲

所

雨

之
雨

」

(
唐

、
行

願
品

)
。

9
p
げ
ρ
轟

℃
日

⇔
9
翁

白

「
未

曾

増

減

」

(
晋
)
、
「
無

増

無

減
」

(唐

)、

「
究

寛

恒
満

無
増

無

減
」

(
行

願

品
)
。

(21}・(22)

以

上

の

よ
う

に
大

海

洋

の
特

質

を

一)
ヶ
9
H
日
ρ

鄙

ち

華

嚴

を

中

心

と
す

る

大
乗

の
教

の
根

源

の
意

と
す

る
と

、

「
新

華

嚴

経

論
」
、

「
刹

定

記
」

に
注
繹

す

る

よ
う

に
廣

大

な
教

と

か

、

甚
深

の
教

理

と

か
、

大

悲

の
大

水

と

か
、

教

化

の
封

象

の
多

い
と

か

、

不
増

不
減

の
永

遠

の
眞

理

で
あ

る
と

言

う
陰

喩
…で
あ

る

こ
と

が
明

ら

か

に
な

る
。

こ

の
よ

う

な
法

と

海

と

の
封

比

は
、

阿

含

あ

る

い
は

こ
れ

に
相
當

す

る

パ
ー

リ
聖
典

、

あ

る

い
は

大

乗
経

典

に

せ

み
ら

れ

る
。

邸

ち

大

海

の
八

あ

る

い
は
十

の
功

徳

と

か

不

思
議

と

し

て
挙

げ

ら

れ

る
も

の
で
、

例

え
ば

増

一
阿
含

の

八
難

品

、

中

阿
含

の
阿

修

羅

経
、

法

海

経

、

海

八
徳

経

、

ま

た
律

關

係

で
は

遮

説

戒

健
度

な

ど
、

あ

る

い
は
大

般

浬

葉

経

(
三

二
)

な

ど
に

も
説

か

れ
、

彌

蘭
陀

王
問

経

で
は

浬
繋

の

四
徳

の
讐

喩

と

し

て
大
海

の

四
徳

が

塁

げ

ら

れ

る
。

更

に
華

嚴

關
係

で

は
十

地

経

の
囑

累

品

に
十

地

と
離

れ

て
佛

智

な

し

と

い
う

比

喩

と

し

て
、

大

海

の
十

相

を

用

い

て

い

る
。

「
捜

玄

記
」

は

「
事

海

を

廻

し

て
十

地

の

相

と
爲

す
」

と
解

し
、

「
探

玄

記
」

は

「
十

地

の
大

海
十

相

と

同

あ

り
別

あ

り
」

と

し
、

澄

観

は
十

地

の

は
智

海

の
十

義

で
あ

り
、

い
ま

は
悲

海

を

言
う

も

の

で
あ

る

か
ら

小

異

あ

り

と
解

繹

し

て

い
る
。

ま

た
、

前
述

し

た
十

住

中

の
治

地

住

に

説

か

れ

る
十

心

と
も

封

比

し

て

い

る
。

尚
、

前

読

の
海

喩

が

一
貫

し

て

類

似

し

て

い

る

の

に
較

べ
、

ガ

ン
ダ
ヴ

ュ
ー

ハ

の

は

少

し

内
容

が
異

る
。

行

願
品

な

ど

は

そ

の
黙

に
留

意

し

て
、

他

の
十

喩

の
句

を
借

り

て

い
る
。

十

地
経

の
原

文

と

照

し

て
類

似

す

る

も

の

は
あ

る

が
原

文

で
全

く

一
致

す

る

も

の

は

な

い
。

徳

雲

比

丘

の
観

佛

、

念

佛

の
實

賎

的

基

礎

と

し

て

「
静

思

経

行

」

(
0
9
、

昌
吋
H
p
目
図
ρ
ヨ
91仁
9
)

が

般
舟

三
昧

、

一
行

三
昧

を
修

す

る

も

の

と
理

解
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(23)(24)〔25)(26)(29)(28)〔27)

さ

れ

た

よ
う

に
、

こ

こ
で

は

こ
の

比

丘

が
海

門

に
住

し

て
海

を
対

象

と

し

て
よ

り

図
○
巳

り
p
ゆ

9
暮

四
ヨ
ρ
p
p
ω
鱒
91
同
ρ

唱

ρ
団
q
犀
叶
p
ω田
ρ

(ヨ

p
げ
-

似
。。
91αQ
ρ
層
霧

図
鋤
α
げ
p
ω
茜
口
)

…
…

に

至

る

部

分

が
観

法

海

の
要

で
あ

ろ

う
。

「
探

玄

記

」

は

「
蓮

華

の
出

る

を
見

る

は
眞

の
法

界

に
依

つ
て
浮

土
集

成

す

る
を

明

す
」

と
注

し
、

「
澄

観

疏

」

は

こ
れ

を
出

現

の
事

に
託

し

て
法

を
表

わ

す

も

の

で

「
深

く

心
海

法

海

を

観

る

を
以

て
則

ち

心

華

行

果

、

自

然

に
敷

榮

し

、

無
漏

の
性

徳

、

備

ら

ざ

る

は

な

き
が

故

に
」

と

理

解

し

て

い
る
。

「
伊

那

尼
羅

寳

」

(
晋

)、

「
因

陀

羅

尼

羅

寳
」

(唐

)
、

「
帝

青

頗

豚
迦

」

(
行

願

品
)
。

以

下
、

水

蓮

華

の
艦

相

の
荘

嚴

を
述

べ

る
文

は
、
℃
○
ω
ω①
ω
巴
く
o

ρ
9
守

O
鉱
く
①

O
O
ヨ
b
O
目
口
α
.
に

解

し

た
。

缶
ぐ
緯

9
ヨ
ω
ρ
犀
ρ

晋

経

は

こ
の
句

な
く
、

唐

経

は
藏

、

(
明

本

は
華

)

で

あ

る

が
、

「
刹

定

記
」

が

「
華
」

と

し

て

い
る

か

ら

一
鷹

「
華
」

を
採

る
。

行

願

品

は

「
台
」

で
あ

る
。

吋
⑦
ω霞

㊤

髪

(
「刹

定

記

」

に
髪

と

あ

る

の

は
誤

字

で

あ

ろ
う

)
。

α
帥
O
α
㌣

σQ
賀

び
ゲ
P

以

下

「
探

玄

記
」

は
衆

生
世

間

の
荘

嚴

と
見

倣

す

。

こ
れ

よ

り
以

下

に

行
願

品

の

み
が

「
凡

所
荘

校

。

周

圓

無

際
、

光

榮

四

照
、

彌

覆

=
大

海

一
。

百
萬

欲

天

王
、

普

雨
種

種

天

寳

天

華
、

天
壼

、

天

香
、

天

焼

香

、

天
塗

香

、

天

末

香
、

天
妙

衣

服

、

天

瞳

幡

蓋
、

如

ゾ
雲

而

下
」

の

一
交

が

あ

る
が

、

こ
れ

は
海

雲

oり
帥
σq
p
H
甲

白
①
σq
ゴ
p

を

「
海

上

の
人

法

の
荘
嚴

の
遍

く

覆

え

る

こ
と
雲

の
如

し
」

と

「
探

玄

記

」

な

ど

に
理

解

さ
れ

る

「
海

を
覆

う

雲
」

の
考

え

に
從

つ

て
、

文

を
少

し
攣

(31)(30)㈱ ㈹

形

し

た

も

の

で

あ

つ

て
百

萬
欲

天

王
、

以

下

は

ガ

ン
ダ

ァ
ル
バ

王

の
次

の

デ
ー

ヴ

ァ
王

を
移

し
た

も

の
で

あ

る
。

ボ

漢

課

三
本

は

「
百
萬

羅

刹

王
」

と

あ

る
。

晋

・
唐

爾
経

は

こ

の
句

な

く
、

行

願

品

の
み

「
百

萬

緊
那

羅

王
起

二
饒

盆

心

一、

(
こ
の
句

は

梵

文

と
合

う
)

百

萬
摩

喉

羅
伽

王
起
二
清
浮

心

一恭

敬

禮

拝
、

百
萬

人

王
、

起

股
重

心
合

掌

謄
仰

」

と

あ
り

、
起

清

浮

心

と

百

萬

人

王

以
下

は
添

加

し

た

も

の

で
あ

ろ

う
。

晋

・
唐

両

経

は

「
夜

叉

王

(
団
9
閃
鶏

↓
昌
締

9
)」

で
あ

る
。

〈
埠
①℃
p
昌
p

〈
塗

香

〉

サ

フ

ラ

ン
、
爵

香

な

ど
を
材

料

に
し

て
煉

り

合

せ

た

美

粧

用

の

ク

リ
ー

ム
状

の
も

の
。

行

願

品

の

み
ブ

ラ

フ

マ
ン
王

の
前

に
あ

る
。

行

願

品

の

み

が

海

神

の
次

に

「
百

萬

主

火
神

、

各

持

二種

種

妙

寳

一荘

嚴
」

の
句

が
添

加

さ

れ

て

い

る
。

こ

こ
に
説

か

れ

る

大

パ
ド

マ
湧

出

謳

に

つ
い

て
考

察

す

れ
ば

、

如

來

の

読

法

に
關

連

し

て
眞

理

の
海

か
ら

∪
げ
霞

ヨ

9

の
結

晶

と

し

て
大

蓮

華

出

現

す

る
。

こ

の
様

な
話

に
類
似

す

る

も

の

は

U
一く
団
91
〈
9
α
餌
口
2

U
巴
犀
9
託
ω
け
鍵

P

法

華

経

の

見
寳

塔

品

、

提
婆

達

多

品

、
妙

音

菩
薩

品

な

ど
、

華

嚴

経

で

は
特

に
盧

舎

那

佛

品
、

十

地

品

(法

雲

地

)、

入
法

界
品

の
他

の
二
、

三
箇

所

に
も
窺

い
知

る

こ
と

が

で

き

る
。

こ
の

章

に

つ
い

て
言

え
ば

そ

の
表

現

形

式

に
お

い
て
、

そ

の

パ
ド

マ
は

華
、

轍
脚
、

花

緕

あ

る

い
は

そ

れ

よ

り
下

に
海

中

に

あ

る
憂

、

董
、

根

董

な

ど

に

至

る

ま

で
部

分

が
寳

石

で

で
き

、

イ

ン

ド

の

ミ

ソ

ロ
ジ
ー

に
あ

る

ナ

ー

ガ
、

ガ

ル
ダ
、

キ

ン
ナ

ラ
、

ガ

ル
ダ

ら

の
諸

王

に
外

護

さ

れ
、

の

ち

に

示

さ

れ

る
よ

う

に
、

理

想

的

な

名

の
寳

石

に
よ

つ
て
荘

嚴

さ

れ

て

い
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る
。

こ
の

よ

う
な

貼

か

ら
考

察

す

る

と
㌻

こ
の

パ

ド

マ
出

現

の
叙

述

法

は

い
わ

ゆ

る

℃
ρ
α
8

9
i
ヨ
巳

9

の

シ

ン
ボ

リ

ズ

ム

に

の

つ
と

つ
て
読

述

さ

れ

て

い

る

こ
と

が

明

ら

か

で
あ

る
。

印

ち

℃
ρ
O
日

9
ー
日
O
H9

(
こ

の

シ

ン
ボ

リ
ズ

ム
の
名

は

国
・

ω
o
げ
ヨ

淳
り

..∪
①
H

い
O
什
O
の

一昌

α
①
H

ω
ρ
ロ
ω屏
泣
什
山
」
葺
Φ
憎
ρ
叶
自
同
Φ
.、

N
・U
・旨
・O
・

ピ
×
<
一
H
.

に
依

る

と

さ

れ

る
)

は
輩
・な

る
根

で

な
く

董
、

根

、

喜
里
、

ひ
げ

な

ど

を
含

む

全

禮

で
、

多

く

は
寳

珠

の
型

を
中

心

に
も

ち
、

多

く

の
寳

石

で
飾

ら

れ

た

形

式

を

と
り

牛

帥

た

ち

を

シ

ン
ボ

ラ
イ

ズ
す

る
場

合

も

あ

る
。

そ
し

て
多

く

は

ヒ

ン
ド

ウ
イ

ズ

ム
、

佛

教

な

ど

の
文

學

、

彫

刻

な

ど

に
表

現

さ

れ

る

と

言

わ

れ

る
。
..目
げ
①

O
o
δ

①P

Ω
①
H
ヨ
.、"

国
・U
.囚
・

しd
o
ω
げ

に
よ

れ

ば

℃
p
α
ヨ
9
ー
日
ロ
一9

の
中

心

は

嘗

『9
0
帯

ρ
1
σQ
錠

び
げ
ρ

と
見

倣

さ
れ

る

場

合

も

あ

る

と

言

う
。

廿
冒
ρ
甘
団
ρ
1
αq
ρ
H
σ
げ
9

は

ブ

ラ

フ

マ
ニ
ズ

ム

の
宇

宙

獲

生

説

の

一
つ
で

あ

る
宇

宙
創

造

の
根

源

と

し

て

の
金

胎

、

す

な

わ

ち
、

黄

金

の
胎

藏

で

あ

る
。

甘

$

甘
図
㌣

σq
碧

げ
げ
ρ

に
關

連

し

て
、

大

海

か

ら

の
蓮

華

の
出
現

を
考

え

る
と

き
、

少

し

問

題

は

飛
躍

す

る
が

、

そ

れ

ら

の
襲

想

素
材

と

し

て
、

世

界

の
本

源

と

し

て

の

「
原

水

の
海
」
、

と

そ

こ
に
生

れ

た

「
水

の
胎

」

が

考

え

ら

れ

る
。

リ
グ

・
べ
!

ダ

の
ヴ

ァ
ー

チ

ュ
の
歌

、

ヴ

ィ

シ

ュ
ヴ

ァ
カ

ル

マ
ン
の
歌

、

あ

る

い
は

ア

タ

ル

ヴ

ァ

・
ベ
ー
ダ

の

ス

カ

ン

バ
の
歌

で

、「
水

の
胎

児

」

と

か

「
水

中

の
花

(
蓮

華
)
」

と

し

て
も

読

か

れ

る
。

ま

た
普

眼

と
言

う

こ
と

も

千

の
眼

を

も

つ
創

造

主

と

し

て

の
プ

ル
シ

ャ
、

ア
グ

ニ
、

あ

る

い
は

ヵ

ー

ラ
、

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ド
の
ブ

ラ

フ

マ
ン
と
し

て

の

ル
ド

ラ

に
至

る

ま

で

も
關

連

が
追

求

さ

れ

る
。

無

論

、

こ

こ
で

は
蓮

華

出
現

を
直

接

の

シ

ン

ボ
リ

ズ

ム
の
媒

介

と

し

て
取

扱

っ

て

い
る
課

で
な

く
、

ガ

ン
ダ

・
ヴ

ュ
ー

ハ
に

至

る
ま

で

の
思
想

史

的

な

距
離

を
無

硯

す

る

こ
と

は

で

き

な

い
が

、

水

蓮

華

湧

出
課

の
間

接

的

な

獲
想

の
基

盤

と

し

て

℃
ρ
山
日
ρ
ー
ヨ
巳

9

の

シ

ン
ボ

リ
ズ

ム
を
看

過

す

る

こ
と

は

で

き

な

い
。

切
o
ω
o
げ

は

こ

の

よ
う

な
蓮

を

O
o
ωヨ
8

U
o
ε

ω

と

呼

び
、

α
げ
ρ
H日

9

を
象

徴

す

る

例

と

し

て
法

華

の

プ

ン
ダ

リ
ー

カ
、

あ

る

い

は
雑

阿

含

二

三

ま

た

、

U
貯
団
帥
く
9
住
鋤
昌
ρ

に
説

か

れ

る
舎

衛

城

の
佛

の
神
攣

を
墾

げ

て

い
る

。

サ

ル
ナ

ー

ト
な

ど

か

ら
出

た

こ

の
騨

攣

の
像

、

す

な

わ

ち

一
つ
の
大

き

な
蓮

華

の
吉室
か

ら
多

く
董

が
出

て
、

そ

の
華

の

一
つ

一
つ
に
如

來

が

結

蜘

跣

坐

し

て

い
る

の
を

℃
9
α
日

9
1
目
巳

p

の

一
例

と

し

て

い
る
。

前

號

の
小

論

「
メ
ー

グ

ハ
シ

ュ
リ
ー

比

丘

の
法

門

」

(
一
七

一
頁
)

に

も

あ

げ

た

よ
う

に
、

こ
の
神

攣

が

しd
g
創
α
げ
91
<
暮

9
旨
ω
9
閃
ρ

の
状

態

を

示

す
黙

か

ら
、

華

嚴

と

し

て

の

団
自
α
α
げ
卿
く
p
3

ヨ
ω
ρ
閃
ρ

が

法

界

に

一
切

の
如

來

が
遍

漏

す

る

と

い
う

具

膿

的

な

イ

メ

ー

ジ

の

一
端

を

知

つ
た

の

で

あ

る

が
、

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
が

華

嚴

あ

る

い

は
董

の
荘

嚴

を
意

味

す

る

と

せ

ぱ

こ
の

℃
9
9
β
ρ
ー
日
巳

9

の

シ

ン
ボ

リ

ズ

ム
は

「華

…嚴
」

の

経

名

解

決

へ
の

一
つ

の
鍵

と

な

る
と

思

う
。

「
そ

の

パ

ド

マ
は
百

萬

の

ジ

ョ

ー

テ

ィ

・
ラ

サ

〈

光

の
甘

味

液

〉

と

い
う

マ

ニ
寳

の
光

輝

の
荘

嚴

で
照

さ
れ

、

百

萬

の
プ

ニ
ヤ

・
シ

ュ
ダ

ァ

〈

福

徳

の
清

深

V

と

い
う

マ

ニ
寳

で

し

つ
か

り

と
鍍

め
飾

ら

れ

て

あ
り

、

百

萬

の

バ

イ

ロ
ー

チ

ャ
ナ
〈

太

陽

に
属

す

る

も

の
〉

と

い
う

マ

ニ
寳

の
無

垢

の
胎

藏

を
も

ち

、

百

萬

の

シ

ュ
リ

飼

1
〈
勝
徳
V
と
い
う

マ
ニ
寳
で
大
功
徳
を
輝
か
さ
れ
、

百
萬
の
ビ

㈱

チ

ッ
ト

ラ

・
コ
ー

シ

ャ
〈

す

ば

ら

し

い
寳

庫

V

と

い
う

マ

ニ
寳

で
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限

り

な
く

照

さ

れ
、

百

萬

の

ジ

ャ

ン
ブ

ー

・
ド

バ

ァ
ジ

ャ

〈

ジ

ャ

ン
ブ

ー
州

ーー

マ

ン
ゴ

ー
樹

を
標

幟

と

す

る

も

の
V

と

い
う

マ

ニ
寳

で

よ

く
敷

き

つ
め

ら

れ

て
完

全

に

飾

ら

れ

て
お

り
、

百

萬

の

バ

ジ

ラ

・
シ

ン

パ
〈

金

剛

の
獅

子
〉

と

い
う

マ

ニ
寳

の
無

勝

・
無

比

な

る
荘

嚴

を
も

ち
、

百

萬

の

ス
ー

ル
ヤ

・
ガ

ル

バ
〈

太
陽

の
胎

藏

〉

つ
の

と

い
う
マ
ニ
寳
で
よ
り
大
き
く
燃
え
募
ら
せ
て
お
り
、

百
萬

の
ル

チ
ラ
〈
麗
美
〉
と
い
う
マ
ニ
寳

の
種
々
の
色
で
彩
ら
れ
、

百
萬

の

チ
ン
タ
ー

・
ラ
ー
ジ
ャ
〈
如
意
王
V

と
い
う
マ
ニ
寳

の
不
朽
の
荘

嚴

で
光
り
か
が
や
い
て
い
る
」
。

「
そ
し
て
こ
の
大
き
な
パ
ド
マ
は

如
來

の
世
間
を
越
た
す
ぐ
れ

ね
が

た
善
根
に
よ
り
出
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
菩
薩
の
樂
い
に

よ
つ
て

護

起
し
た
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
虞
に
向
つ
て
顯
現
さ
れ
、

幻

よ
り
生
じ
た
法
か
ら
生
れ
た

の

で

あ

り
、

途
紹
え
た
香
氣
よ
り

(
あ
る
い
は
、
溝
え
去

つ
た
ガ
ン
ダ
ル
バ
の
幻
業
よ
り
)
生
じ
た
の

鰯

で
あ
り
、
無
謝
な
る
法
の
教
で
荘
嚴
さ
れ
、

夢
の
如
き
法
性
よ
り

生
起
し
た
も
の
で
あ
り
、

無
爲
な
る
法
の
教
で
印
さ
れ
た
も
の
で

㈹

あ
り
、
無
執
着
な
る
法
の
教
に
随
順
す
る
も
の
で
あ
り
、

普
く
十

㈹

方

の
諸
法
界
に
展
開
し
て
お
り
、

佛
の
境
界
の
光
明
の
輝
き
を
瀧

ゆ

た
す

も

の

で

あ

る
」
。

〔
○
<
.
℃

①
9

H
占

邸
〕

㈲

京

大

A
本

は

8

ρ
げ
91
詰

昌

で

は
な

く

㊨
昌

の

み
。

㈱

鈴

木

・
泉

本

の

≦
9
算
ρ

を

く
8
詳
H
p

と
改

め

る
。

㈱㈲(42)(41)(4①

以

上

に
理

想

を
象

徴

化

し

た
十

種

の
寳

石

の
荘

嚴

を
畢

げ

て

い

る
。

「
探

玄

記
」

は
器

世

間

の
荘

嚴

と
繹

す

。

昌
貯
9ー
ヨ
9
1
σQ
P
ロ
α
げ
ρ
み

ρ
同営

ρ
1
ω
P
ヨ
げ
げ
O
叶ρ
ヨ
・

藏
課

は

こ
①
口

℃
ρ
官

臼

一
日
p

日
Φ
α

℃
9
甘
1

と

あ

つ

て
漢

課

の

「
清

浮

業

生
」

(唐

)
、
「
從

二

浮

法

一
生
」

(晋

)

に
近

い
。

「
行

願

品
」

の

「
香

王

業

生
」

の
意

を

汲

む

な

ら

ば

ー
σq
p
口
α
げ
ρ
H〈
9
1
犀
鴛

ヨ

ρ
1

(
あ

る

い

は

αp
9
昌
α
げ
霞

く
ρ
1

自
げ
ρ
H
8

帥
ー
)

と
す

べ
き

で

あ

る
。

鄙

ち

屋

氣
模

(σq
ρ
昌
α
げ
ρ
目
く
ρ
1
口
p
αQ
-

霞

ρ
)

な

ど
を

指

す

こ
と
と

な

る
。

京

大

B

本

は

こ
の

一
句

を

歓

く
。

京

大

A

・
B
本

は

ロ
9
。
ρ

の
語

な

し
。

じ

以

上

の

一
節

は
大

パ
ド

マ
出

現

の
所

由

を

説

く

の

で
あ

る
が
、

「
捜

玄

記

」

は

「
因
行

の
集

起
」

と
述

べ
、

「
探

玄
記

」

は
智

正

畳

世

間

の
荘

嚴

を
示

す

と
述

べ

る
。

出

現

の
起

因

と

し

て

空

思
想

を
基

盤

と

し

て

い

る

こ
と

が
窺

わ

れ

る
。

十

地

中
、

法

雲

地

の
蓮

華

出

現

の
う

ち
、

そ
れ

が
出

世

間

の
善

根

に
よ

り

生

ぜ

ら

れ
、

(び
o
犀
○
算

9
H
ρ
閃
訴

巴
9
ヨ
包

ρ
ω
,

9
ヨ

げ
げ
暮

ρ
ヨ

)

幻

の
自
性

・
境

界

に
よ

り
完

成

せ
ら

れ

る

(ヨ
帥
団
91ω
-

<
ρ
σ
げ
帥
く
9
σq
o
o
ρ
同p
I
℃
9
泣
巳

憩℃
9
⇔
⇔
9
日

)

と

言

わ

れ

る
貼

な

ど
が

一
致

す

る
。

「
ま
た
、
た
と
え
無
敷

・
百
千
劫
の
時

を
も

つ
て
し
て
も
、

こ

の
パ
ド

マ
の
出
現
し
て
い
る
姿
の
勝
徳
と
共
に
顯
わ
れ
て

い
る
色

々
の
荘
嚴
の
あ
り
さ
ま
の
限
り
を
全
て
摯
げ
蓋
す
こ
と
は

で
き
な

い
。

そ
し
て
こ
の
大
き
な
パ
ド
マ
に
は
如
來
の
身
が
結
跡
跣
坐
し

て
い
つ
ば
い
に
損
が
り
、
完
全
に
遍
瀧
す
る
の
を
私
は
見
る
。

こ



サ ー ガ ラ ・メ ー グハ 比 丘 の 法 門144

こ
よ
り
、

有
頂
の
天
界
の
果
て
に
至
る
ま
で
如
來

の
身
を
私
は
見

る
。
ま
た
、

こ
の
大
き
な
パ
ド
マ
に
坐
す
如
來
が
不
可
思
議
な
座

㈲

で
荘
嚴
さ
れ
て
い
る
の
を
私
は
見
る
。

(そ
の
如
來
が
)
不
可
思
議
な
衆
會
の
荘
嚴
と
、

不
可
思
議
な

光
明
の
覆
の
荘
嚴
と
、

不
可
思
議
な
相
好
を
成
就

・
且
ハ備
し
て
い

㈹

る
の
を
、
不
可
思
議
な
随
好
相
の
輝
や
か
し
い
の
を
、

不
可
思
議

な
佛
の
威
神
力

(を
も
ち
)
、
不
可
思
議
の
佛
の
神
攣

(
を
も
ち
)
、

不
可
思
議
な
如
來

の
色
彩
の
清
澤
で
あ
る
の
を
、

不
可
思
議
に
し

㈲

て
見
わ
た
せ
ぬ
頂
相
を
も
つ
て
い
る
の
を
、

長
く
大
き
い
舌
相
を

も

つ
て
い
る
と
の
を
見
る
。

不
可
思
議
な
佛
の
サ
ラ
ス
バ
テ
ィ
ー

〈
辮
才
〉
で
荘
嚴
さ
れ
て
い
る
の
を
私
は
語
る
。

不
可
思
議
な
力

の
無
限
で
あ
る
こ
と
を
、
無
畏
な
る
自
信
の
荘
嚴
の
清
深
を
、

無

凝
な
る
解
智
の
力
の
完
成
す
る
の
を
私
は
了
解
す
る
。

不
可
思
議

な
過
去
の
菩
薩
行
と
謹
得
し
た
成
果
で
あ
る
智
慧
を
私
は
憶
念

す

る
。

不
可
思
議
な
る
無
上
の
正
覧
と
自
在

・
神
攣
を
私
は
観
察
す

る
。
不
可
思
議
な
法
雲
の
雷
鳴
す
る
の
を
、

不
可
思
議
に
普
く
観

察
せ
し
め
る
所
依
の
荘
嚴
を
私
は
読
く
。

不
可
思
議
に
際
限
な
く

身
禮
の
左
右
に
よ
つ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
の
と
、

不
可
思
議
に
衆

㈹

生

を
利

盆

す

る
行

爲

(
あ

る

い

は
、

身

)

を

成

就

す

る

の

を

私

は

見

る
」
。

〔
○
<
・
毛

・
①
9

匿
凸

出

圃

鈴

木

・

泉

本

の

叶
ρ
夢

餅
σQ
鉾

㊤
ω
団
帥
9

暮

鴫
ρ
日

91
P
9
。。
9
〈
団
O
げ
9
日

は

什
舞

げ
鋤
σq
緯
㊤
ω団
ゆ
o
ぎ
什
団
ρ
ヨ

餌
ω㊤
口
pー
〈
団
帥
げ
帥
白

と

す

べ

き

で
あ

る
。

圓

p
ロ
伍
く
団
ρ
且

ρ
昌
甲

9
ヰ

簿

91
日

と

あ

る
鈴

木

・
泉

本

は

ー
≦

9
鉾

p
薮

8

と

す

べ

き

で

あ

る
。

㈲

ρ
9
暮

団
ρ
ヨ

ρ
ロ
p
<
巴
o
匹

富

ー
ヨ
費

α
ぼ

薮
日

・

鈴

木

.
泉

本

は

i
9
<
巴
o
閃
詳
ρ
ー

と

㊤
旨

が
落

ち

て

い
る
。

「
決

疑

論

」

は

「
諸

有

見

、

色

塵

の
頂

を

蓋

す
」

と

繹

し

て

い
る
。

閲

。。
ρ
陣
ぐ
91
冨
げ
ρ
1
閃
91嘱
9
1
℃
㊤
ほ
℃
「
餅
℃
江
ヨ

と

鈴

木

.
泉

本

に

は
あ

る
が

ー
ρ
詳
げ
ρ
1
吋
餌
団
p

は

…
p
詳
げ
ρ
-
犀
弩

団
ρ

と
す

べ
き

で

あ

る
。

京

大

A

.

B
本

が

そ
う

な

つ
て

い

る
し

、

漢
課

で

は

「
事
饒

盆

衆

生

」

(
晋

)、

「
一
切

利

盆

皆
令

二
圓

満

一」

(唐

)

「
普

遍

饒

盆
威

令

二
成

熟

こ

(
行

願

品

)
、

唐

・
行
願

品

は

ωρ
ヰ
〈
ρ

を

ω
霞

く
ρ

と
見

た

も

の
で

あ

ろ
う

。

し

か
し

「
衆

生

を
利

盆

す

る
た

め

の
身

を
成

熟

せ

し

め
」

る
と

も
読

め

る
。

芸

こ
の

一
節

に

つ

い
て

「
探

玄

記
」

は

「
正

報

佛

身

を
見

る

に

二
十
句

あ

り
」

と

し

初

の
十

旬

を

「
佛

果

徳

備
」

後

の
十

句

を

「
妙

用

自

在
」

と

理
解

し

て

い
る
。

「
刹

定

記

」

は

こ
の
正

果

を

顯

わ
す

。

二
十

句

を

ω

見

華

上

佛

、

㈲
蓮

座

、

㈹

道

場

、
ω

諸

相

、

㈲

随

好
、

㈲

神

攣

、

ω

色

相
浄

、

圖

無

見

頂

相
、

働

舌

相

廣

長
、

㈹

巧

読

、

㎝

圓
音

、

働

十

力
、

個

四
無

畏

、

㎜

辮

才
、

圃

宿

因

、

個

示

成
佛

、

㈲

演

法
、

圏

普

現

諸

嚴
、

㎜

随

見
各

異

、

㎜
㎜所

盆
皆

浦

と

要

約

し

て

い

る
。

「
決
疑

論

」

は

「
根

本

智

を
佛

膿

と

な
す

」

と

繹

し
、

「
行

願

品
疏

」

は

「
心
行

既

に
敷

け

ば

本

畳

如

來

は
忽

然

と

し

て
出

現

す
」

と

述

べ

て
い

る
。
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「
そ
し
て
、
か
の
如
來
は
右
の
手
を
伸
ば
し
、

私
の
頭
を
摩
し

お

う

に

　
　

て
、

サ

マ

ン
タ

:
不
ー

ト

ラ
〈

普

き

眼

を

も

て

る
V

と

い
う

法

門

を
開

示

し

ま

し

た
。

(印

ち

)

あ

ら

ゆ

る
如

來

の
境

界

と

、

菩

薩

㈲

の
行
の
根
源
と
、
あ
ら
ゆ
る
法
界
の
も
と
よ
り
さ
す
光
明
と
、

あ

ら

ゆ
る
教
法
の
集
り
と
衆
會
の
輝
や
き
と
、

あ
ら
ゆ
る
國
土
の
群

れ
の
あ
り
さ
ま
の
清
澤
な
る
光
明
を
、

あ
ら
ゆ
る
外
教
の
異
論
者

の
集
會
の
退
散
す
る
の
を
、

あ
ら
ゆ
る
悪
魔
と
カ
リ
ー
を
破
滅
す

る
の
を
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
界
を
喜
挽
す
る
の
を
、

あ
ら
ゆ
る
衆
生

㈹

岡

ね
が

の
心
の
深
奥
を
照
明
す
る
の
を
、

あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
樂
い
に
從

つ

て
教
示
す
る
の
を
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
機
根
の
輪
を
蒋
ず
る

(庭

岡

を

)

照

ら

す

こ
と

を
開

示

し

ま

し

た
。

そ

れ

で

私

は

そ

の

く
普

き
眼

を
も

て

る
V

と

い
う

法

門

を

受

持

し
、

保

護

し
、

讃

諦

し
、

憶

持

し
、

観

察

し

た
。

以

上

の
如

く

こ

の
法

門

を
受

持

す

る

こ

と

に

お

い

て
、

も

し

大

海

の
水

量

の
墨

と

ス
メ

ル
山

王

ほ
ど

集

め

た
葦

の
筆

を

も

つ

て
し

て
も

、

こ

の
方

便

法

門

の

一
々

の
品

も

、

一
々

の
教

門

も
、

一
々

の
法

理
も

、

一
々

の
法

源

も

、

一
々

の
法

句

の
少
分

も

書

篤

し

蓋

す

こ

と

は

で
き

な

い
。

ま

た

そ

の
少

部
分

さ

え

も

得

つ
く

す

こ
と

も

で
き

ず

、

ま

た
終

了

し

、
完

了

し

、

全

く
成

就

し

蓋

す

こ
と

は

さ
ら

に

で
き

な

い
」

と
。

〔
○
・く
●
　℃
℃
℃
①
α
℃
節
α
ー
①
①
》
H
O
〕

(47}

「
摩

し

て
」

は
京

大

A
本

・
鈴

木

・
泉

本

は

℃
錠

7
日
9

甘

P

B
本

は

℃
舜

-
目

習
甘

9

で
同

義

。

「
刊
定

記

」

は

「
探

玄

記
」

に
同

じ

く

(48)㈲(50)㈲働㈲

右

手
摩

頂

の
意

味

を

「
身

業

加

二
持

随

順
囁

受

之

相

乙

で
あ

る
と

述

べ

て

い
る
。

「
決

疑

論
」

は
引

接

し

て
眞

に
會

し
、

道

合

し
印

可

し

て
疑

を
除

く
」

と

解

し

て

い

る
。

ω
p
ヨ

㊤
暮

9
器

葺

p

ロ
91
日
ρ

住
げ
霞

目

9
℃
㊤
還

91
団
p
"

昌

o
。。

閃
旨

諺

ρ
B

σQ
目
ρ
渉
。。
閃
自
口

鄭
P
ω
日
戯

O
①
qD
び
団
ρ

げ
9
・

(後

に

ω
ρ
8
P
ロ
汁
9
づ
Φ
窪
ρ
ー

(梓
ρ
夢

91
σQ
鉢

p
-
び
o
創
三
ω
p
ヰ

く
㌣
o
鍵
団
91
く
ρ
び
げ
91
ω学

「
α
げ
霞

ヨ
9
℃
9
蔓

21
団
9

〈
普

き
眼

を

も

て

る
〉

と

い
う
如

來

の
菩

薩

行

の
光

明

に
照

さ

れ

た
法

門

〉

で
あ

る
。

鈴

木

・
泉

本

は

ω
霞
く
ρ
ム

げ
碧

日

ρ
α
げ
91
ε

み

巴
ρ
-
℃
第

げ
げ
①
α
p
山

く
ρ
げ
o

げ
91
ω
ρ
昌
ρ
1

と
句

が

つ
づ

い

て

い

る
が

、
1
ρ
<
p
び
げ
画
ωρ
U
ρ
ヨ

と
句

切

る

べ
き

で
あ

る
。

京

大

所

藏

の
A

・
B
は

山

く
ρ
げ
げ
帥
舞

ヨ

で
あ

る
。

こ

の

一
句

は
漢

…詳

で

は
晋

経

に

「
普

照

一
切

法

界
」

と
あ

る

の

み

で

あ

る
。

こ

の
句

の
次

に
行

願

品

の

み

が

「
圓
満

一
切

諸

佛

相

好
」

と
言

う
句

を

加

え

て

い

る
。

ω
霞

く
ρ
あ

ρ
ヰ
く
9
-
o
一ヰ

ρ
!
σq
帥
げ
P
昌
簿
く
9
び
げ
叫
ω
ρ
昌
9
ヨ
.
晋
経

は

「
普

照

一

切

衆
生

所

行

」
、
唐

経

は

「
能

照

一
切
衆

生

心
行
」
、

行
願

品

は

「
調
伏

一
切
衆

生

煩

憶

、
能

照

一
切

衆

生

心

行
」

に
當

る
。

鈴
木

・
泉

本

は

。。
鍵

く
9
1
が

な

い
が
京

大

B
本

に
あ

る
。

こ

の

一
句

は

晋
経

が

「
随

二
其
所

鷹

一無

γ
不

二
顯

現

一」

と

課

す

よ

う

に
前

句

に

加

え

て

み

る

べ
き

か

。

晋
経

は

「
普
二
照

一
切

衆

生

根

輪

一」
、

唐

経

は

「
能

了
二

一
切

衆

生
諸

根

一随

二
衆

生

心

一
悉
令

二
開

悟

一」
、
行

願

品

は

「
善

了
二
一
切

衆

生
根

性

一

能

以
二
威

力

一普

輔

一法

輪

一、

随

二
衆
生

心

一、

悉

令
二
開
悟

一」
。

と
課

し
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て

い
る
。

以

上

の

一
節

を

「
捜

玄

記
」

は
果

徳

を

も

つ
て

盆

を
撮

す

る

と
解

し

て

い

る
。

ま

た
、

「
探

玄

記
」

は

こ
れ

は

「
普

眼
纒

」

の
十

種

の
別

名

だ

と

し
、

「
列
定

記

」

は

「
普

眼

経

」

の
業

用

を

明

す

も

の

で

あ

る

と

し

て

い

る
。

㈱

鈴
木

・
泉

本

は

℃
鍵

く
暮

ρ
α
・
京

大

A

・
B
本

は

唱
霞

ぞ

ρ
詳
91
畠

で
あ

る
。

苦

普

眼

経

と
呼

ば

れ

る

こ
の
法

門

に

つ
い

て
、

「
探

玄

記
」

は
普

眼

と

は

「
所

詮

に
從

つ
て
目

と
爲

す

」

と
解

し

て

い
る
。

「
刹

定

記

」

も

同

じ

く

「
卒

等

一
法

界

を
照

見

す

る
故

に
」

と

し
、

書
爲

し

て

も
盤

し

え

ぬ

の
は

「
法

を

納

む

る

に
心

に
在

る
」

か
ら

だ

と

説

く
。

ま

た
李

通

玄

は

諸

法

の
縁

起

を

遍

知

す

る
と

い
う
瓢

に
立

脚

し

て
、

「
智

眼

普

周

し

、

齊

法

界

量

る
、

普

く
根

を
観

し

て
教

生

ず

、

根
境

無
窮

な

れ

ば
教

も

亦

無
審

な

り
。

…

…
根

本

智

を

明

し
、

物

に
封

し

て
教

を
設

く

る

に
、

一

切
衆

生

の
根

量

遍

き

が
故

に
普

眼
経

と
名

つ

く
」

と

し
、

根

本

智

を

普

眼

、

差

別

智

を
経

と
理

解

し

て
い

る
。

澄

観

は
普

眼

と

は
普

法

を

詮

す

故

に

こ

の
法

を
得

た

も

の
は

一
法

の
中

に

一
切

を

見

る

も

の
と

し

、

一

多

・
能

所

の
見
、

互

に
相

印

し

て
無

蓋

の
法

に

入

る

と
理

解

し

て

い

る
。

前

章

で

切
口
負
匹
ぼ
9
Q
9
お
9
昌
9

を

説

い
た
如

く
、

い
ま

は

∪
げ
9
N
,

日
ρ
ー
Ω
ρ
目
の
9
昌
9

〈
教

法

の
観
察

〉

が
示

さ

れ

る
、

即

ち

「
い
た

る

と

こ
ろ

に
ダ

ル

マ
を
見

る
眼

を

も

つ

こ
と
」
、

印

ち

「
あ
ら

ゆ

る
眞

理

を

あ

ま

ね

き
所

に
観

察

す

る
」

と
理

解

で

き

る
。

ω
9
日
9
昌
什
9

の
語

は

ダ

ル

マ
の
普

遍
性

を
示

す

語

で

も

あ

る
。

「
探

玄

記

一
」

に

こ

の
経

を

「
大

本

の
華
嚴

」

と
呼

び

一
乗

無
蓋

の
修

多

羅

と

い
う

の

は

こ
れ

に
基

い

て

い
る
。

こ

こ

に

ガ

ン
ダ

ヴ

ュ
ー

ハ
の

教
法

あ
る
い
は
経

に
樹
す

る
第

一
義
的

な
見
方
が
あ
る
。

「
以

上

の

ご
と

く
、

良

き

家

の
男

子

よ
。

ま

こ

と

に
、

私

は
渦

十

㈲

二
年
の
間
、

こ

の
く
普
き
眼
を
も
て
る
V

法
門
を
受
持
し
て

い

㈹た
。

こ

の
よ

う

に

し

て
受

持

す

る

こ

と

に

よ

つ
て
、

シ

ュ
ル

タ

・

ウ

ド

グ

ラ

ハ
ナ

〈
聞

法

・
受

持

V

ダ

ハ

ー

ラ

ニ
の
光

明

に
照

さ

れ

て
私

は
無

敷

の
品

を
領

得

す

る
。

シ

ャ
ー

ン
タ

・
ム

ッ
ク

ハ
〈

寂

㈱

静

へ
の
入

口
〉

ダ

ハ

ー

ラ

ニ
の
光

明

に
照

さ

れ

て
私

は
無

数

の
品

に
趣

入

す

る
。

ア
ナ

ン
タ

・
ア
ヴ

ァ

ル
タ

〈

無

邊

の
旋

轄

〉

ダ

ハ

ー

ラ

ニ
の
光

明

に
照

さ

れ

て
無

数

の
品

を
私

は
轄

讃

す

る
。

ブ

.

ー

ミ
イ

・
ア

バ

チ

ャ
ー

ラ

ナ

・
ア

ヌ
ガ

マ

〈

諸

地

に
慮

じ

て
随

順

す

る

こ
と
V

ダ

ハ

ー

ラ

ニ
の
光

明

に
照

さ

れ

て
無

敷

の
品

を
私

は

全

く
整

理

・
分

別

す

る
。

テ

ー

ジ

ァ

ス

・
バ

テ

ィ
〈

威

力

を
具

備

㈹

す
る
V
ダ
ハ
ー
ラ

ニ
の
光
明
に
照
さ
れ

て
私
は
無
敷
の
品
を
自
得

㈲

す

る
。

パ

ド

マ

・
ヴ

ュ
ー

ハ
〈

パ

ド

マ
の
荘

嚴

〉

ダ

ハ

ー

ラ

ニ
の

光

明

に
照

さ

れ

て
無

敷

の
品

を
私

は
引

護

す

る
。

ス

バ

ラ

・
ヴ

㈱

イ
ヴ

ィ
ク

タ
〈
妙
聲
の
明
澤
〉

ダ
.

ー
ラ
ニ
の
光
明
に
照
さ
れ

て
私
は
無
敷
の
品
を
私
は
開
演
す
る
。

ガ
ガ
ナ

・
ガ
ル
バ
〈
虚
空

㈹

の
胎

藏

V

ダ

ハ

ー

ラ

ニ
の
光

明

に
照

さ

れ

て
私

は
無

籔

の
品

を
顯

示

(
反

響

さ
す

、

分

け

る

?
)

す

る
。

ジ

ョ
ー

テ

ィ

サ

・
ク

ー
タ

〈

太

陽

の
紅

炎

〉

ダ

ハ

ー

ラ

ニ
の
光

明

に
照

さ
れ

て
無

敷

の
品

を

私

は
振

げ

る
。

サ

ー
ガ

ラ

・
ガ

ル

バ
〈

海

の
藏

〉

ダ

ハ

ー

ラ

ニ
の
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光

明

に
照

さ
れ

て
無

籔

の
品

を

私

は
成

就

せ
し

め

る
。

そ

れ

で
私

の
も

と
え

、

ど

の
衆

生

も

親

近

し

て
來

た
。

(部

ち
)

東

方

か
ら

は
、

デ

!
ヴ

ァ

・
デ

ー
ヴ

ァ
王

、

あ

る

い
は

ナ

ー
ガ
、

ナ

ー
ガ

王

、

あ

る

い
は

ヤ

ク

シ

ャ
、

ヤ
ク

シ

ャ
王
、

あ

る

い
は

ア

ス

ラ
、

ア

ス
ラ
王

、

あ

る

い

は
ガ

ル
ダ

、

ガ

ル
ダ

王
、

あ

る

い
は

マ
ホ

ー

ラ
ガ

、

マ
ホ

ー

ラ
ガ

王

、

あ

る

い

は
人

、

人

王
、

あ

る

い

は
ブ

ラ

フ

マ
ン
、

ブ

ラ

フ

マ
ン
王

ら

こ
れ

ら

全

て

の
有

情

が

こ

の

私

の
虚

に

お

い

て
、

〈

普

き

眼

を

も

て
る

V

と

い
う

如
來

の
菩

薩

行

の
光

明

に
照

さ

れ

た
方

便

法

門

に

(私

は
)

安

止

せ

し
め

、

導

偶

'
入

せ

し

め

る
。

そ
う

し

て
、

こ

の
〈

普

き

眼

を

も

て
る
〉

と

い
う

法

門

を

こ

れ
ら

全

て

の
も

の

に
、

ま

こ

と

に
、

私

は
教
化

.
自

覧

せ

し

め
、

考

察

せ

し

め
、

顯

ら

か

に
開

登

せ

し

め
、

構

湯

し
、
讃

歎

し
、

廣

布

し
、

廣

く

開

演

し

、

解

繹

し
、

解

明

し
、

明

示

す

る
Q東

方

に

お

い

て

の

よ

う

に
、

南

方

か

ら
も

、

西

方

か
ら

も

、

北

方

か

ら

も
、

北

東

方

か
ら

も

、

東

南

方

か

ら

も
、

南

西

方

か

ら

も
、

西

北

方

か

ら

も
、

下

方

か

ら

も
、

上
方

か

ら
も

、

ど

の
衆

生

も

、

こ

の
私

の
虚

へ
同

じ

よ

う

に

親

近

し

て

き

ま

し

た

。
」

〔
O
<
●
℃
や

①
ρ

δ
占

8

①
〕

㈲

漢

課
三
本
は

「
我
於
二
彼
佛
所

一千

二
百
歳

…
…
」
と
あ
る
が
梵
、
藏
課

は

「
満
十

二
年
間
」

と
な

っ
て
い
る
。
澄
観

は

「
華
嚴
疏
」

と

「
行
願

品
疏
」

と
に

「
千

二
百
歳

(表
)
義
同
二
十

二
年

己

と
記
述

し
て
い
る

㈲㈲鯛㈲㈹⑯1)

が

そ

の
意

圖

は

ど

こ

に
あ

つ
た

の

で
あ

ろ

う

か
、

澄

観

が

よ

く
依

用

す

る
李

通

玄

の

「
新

華
嚴

経

論

」
、
「
決
疑

論

」

な

ど

に
見

ら

れ

る

「
千

二

百

歳
」

に

つ
い

て

の
独
自

な
解

繹

に
よ

る

も

の
か

、

あ

る

い

は
原

文

を

知

っ
て

い

た
か

で
あ

る
。

行

願

品

に

「
於

二
日

日

中

一常

以

二
十
種

陀

羅

尼

門

一領

受
二
記
持

十

無

数

品

乙

と
あ

る

の
は

説

明
的

な
課

で

あ

る
。

晋

経

が

「
百
門

陀

羅

尼
光

明
力

故
」

と
課

し

て

い

る

の

は

原

文

が

o
帥
昌
什
ρ
i
白
q
犀
げ
9
1

で

は

な
く

し

て

o
緯

9
ー
日
信
閃
げ
p
!

と

な

つ
て

い
た

じ

じ

か
、

あ

る

い

は

そ
う
讃

ま

れ

た
も

の
で

あ

る
。

「
澄

観
疏

」

は

「
寂

艀

へ

の
入

口
」

の
意

味

を

「
本

寂

の
智

に
契

っ
て
方

に
能

入

す

る
故

に
」

と
解

繹

し

て

い

る
。

原

文

は

け
o
」○

(
11
p
ω
Y

〈
ρ
菖
-
匹
げ
91H
g
O
掌

で

あ

る
、

晋

経

は

「
…厳
勝

陀

羅

尼
1

」

唐

経

は

「
威

カ

ー

」

行

願
品

は

「
具

足

威

カ
ー

」

と

あ

る

。
十

地
中

、

善

慧

地

の
菩

薩

の
も

つ
十

の
ダ

ハ
ー

ラ

ニ
の

「
威

徳

陀

羅

尼

」

と

原

文

も

一
致

す

る

。
・

行

願

品

に

こ

の
句

を
繹

し

て
「如

二
華

引
P
果

開
二
護

於
教

一引

二
行
果

一故

。

又

華

開

見
こ
實

菌

薔
[敷

敷

一以
爲

二
荘

嚴

一、

開
二
獲

言

教

一旨

趣
昭

著

、

交

義

相

随

故

名
二
引

獲

一」

と

述

べ
て

い

る

の
は

こ
の
章

に
も

關
連

す

る
重

要

で
す

ぐ

れ

た
見

解

で
あ

る
。

京

大

所

藏

A

・
B

二
本

は

ω<
霞

甲

託

く
酵
け
甲

で

な
く

ω<
ρ
H
㌣

≦
阜

げ
ア

と

な

つ
て

い
る

が
採

ら
な

い
。

「
澄

観

疏

」

は

虚

空
藏

の
意

義

を

「
空

は
無

相

に

し

て

一
切

を

包
含

す

る
如

く

、

妙

理

を

明

し

て
法

相

を

示
す

」

こ
と

を

表
現

し

て

い
る

と
見

る
。
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㈹

原

文

は

甘

o
江
0
ρ
1
吋
⇔
$
ー
山
げ
鍵

p
管
-

で

あ

り

、

晋

経

は

「
樹

提

沙

(旨

o
註
切p

、に
當

る
)

陀

羅

尼

」

と
音

課
、

唐

経

・
行

願
品

は

む
o
江
鵜

(
1ー
貯

o
江
ωY

園
口
$
-O
げ
91目
ρ
甘

-

と
讃

ん

で

「
光

聚
」
、

「
光

聚

山
」

と

課

し

て

い

る
が

、

こ

こ
で

は

「
太

陽

(ぐ

o
江
沼

ー
)

の
紅

炎

(犀
O
審

)
」

と
解

し

た
。

㈹

鈴

木

・
泉

本

の

団
Φ

0
9

日

Φ
閃
①
o
詳

…
…

…

が

京

大

所

藏

B

本

で

は

Φ
ぐ
P

日
O
閃
①
O
詳
…

…

と
あ

る
。

㈹

京

本

所

藏

、

A

・
B
本

は

巳

く
①
ゆ
p
団
餌
5
一
を

敏

く
。

箭

こ

こ
で
は
十

の

ダ

ハ
ー

ラ

ニ
を

用

い

て
、

ダ

ハ
ー

ラ

ニ

〈
総

持
〉

本

來

の

も

つ
功

徳

を
隠

喩

的

に
巧

み

に
表

現

し

て

い
る
。

十

地

中

の
善

慧
地

の
菩

薩

の
十

ダ

ハ
ー

ラ

ニ
と

比
較

的
類

似

し

た

も

の

を

見

る

と
、

帥
ω
ρ
⇒
σQ
ρ
ー
】β
o
犀
げ
帥
」

9
昌
ρ
ロ
げ
9
<
ρ
嵩
」

ρ
<
9
げ
げ
帥
ω
9
<
9
菖
-

な

ど

が
近

い
。

「
良
き
家
の
男
子
よ
。

私
は
こ
の
唯

一
の
〈
普
き
眼
を
も
て
る

〉

と
い
う
法
門
を
知
つ
て
い
る
。

(そ
れ
だ
か
ら
)
ど
う
し
て
私

に
と
つ
て
菩
薩
ら
の
行
を
知
り
得
な
い
こ
と
が

あ

ろ
う

か
。

師

ち
、
そ
の
諸
徳
は

(次
の
ご
と
く
)
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

㈲

e

(す
べ
て
の
)

清
漂
で
あ
る
願
望
に
随

つ
て
實
践
す
る
こ
と

㈹

に

よ

つ
て
、

あ
ら

ゆ

る
菩

薩

行

の
海

に
趣

入

す

る

こ
と

を
、

　

　
ぶ

口
す
べ
て
の
劫
時
に
お
い
て

(衆
生
と
)

共
に
生
活
し
て
断
紹

㈲

し
な
い
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
誓
願
の
海
に
趣
入
す
る
の
を
、

ね
が

⇔

(衆
生
の
)
樂
う
所

に
随
順
し
て
饒
盆
し
て
ゆ
く
こ
と
の
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
輪
廻
の

(海
)

に
趣
入
す
る
の
を
、

㈲

(衆
生
の
)
無
自
覧
で
あ
る
こ
と
を
報
ら
せ
る
た
め
に
、

ら
ゆ
る
衆
生
の
心
の
海
に
趣
入
す
る
の
を
、

㈲
障
凝
な
き
十
力
の
智
慧
の
光
明
を
現
わ
す
た
め
に
、

圃

る

(佛

)

徳

の
海

に
趣

入

す

る

の

を
、

レ

㈹

丙
成
熟
さ
れ
た
敏
化
の
時
期
を
失
な
わ

な
い
よ
う
に
、

る
衆
生
の
機
根
の
海
に
趣
入
す
る
の
を
、

㈹
國
土
澤
化

へ
の
願
望
を
漏
足
す
る
た
め
に
、

の
海

へ
趣
入
す
る
の
を
、

あ

あ
ら
ゆ

あ
ら
ゆ

あ
ら
ゆ
る
國
土

㈹
如
來
を
尊
敬
し
て
親
近

・
奉
仕
し
よ
う
と
す
る
願
力
に

よ
つ

て
、
あ
ら
ゆ
る
佛
の
海
に
趣
入
す
る
の
を
、

㈹

(佛
)
智
を
示
す
こ
と
の
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
法
の
海
に
趣

入
す
る
の
を
、

ーゆ

㈹
眞

實

に

信

順

し

て
實

践

・
修
行

す

る

こ

と

に

よ

つ
て
功

徳

の

海

に

趣

入

す

る

の
を

、

e⇒

す

べ

て

の
言
僻

の
中

に

法
輪

を
韓

じ

進

め

る

こ

と

の
成

就

の

た

め

に
、

あ

ら

ゆ

る

衆

法

の
言
僻

の
海

に

趣

入

す

る

の

を
、

(
知

つ
て

い

る
)
◎

〔
○
<
.
℃
℃
・
①
N

O
占

㊦
〕

㈹㈹

鈴

木

・
泉

本

は

ω
鍵

ぐ
9

が
落

ち

て

い
る
。

京

大

所

藏

A

・
B
本

、

漢

謬

か

ら

あ

る

こ
と

が

知

ら

れ

る
。

他

の
十

句

が

あ

帥σp
鍵

ρ

と

な

つ

て

い
る

の

に

に
樹

し

て

ー
ω
p
ヨ
仁
臼

9
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㈹㈹㊨9>㈹

と

あ

る

の

は
十

一
句

中

の
総

句

と

し

て
「
大

海

洋

」
の
意

味

を

示
す

た
め

か
。

ω
錠

く
9
i
犀
巴
℃
9
1
ω
9
ヨ

く
画
ω
甲

く
団
9
<
p
I
。。
げ
①
α
91
図
9
●

晋

経

は

「
一
切

劫

海

不
二
断

紹

一故
」
、

唐

経

は

「
於
二
無

量
劫

一住

二
世

間

一
故
」
、

行

願

品

は

「
蓋

二
一
切

劫

一、

住

二
世

間

一故
」

と

課

し

て

い
る
。

も

し

三
課

の
文

を
原

意

に
沿

つ
て
整

え

る
と

す

れ

ば

「
於

二
一
切

劫

一、

共

住

二
世

間

一、

不
二
断

縄

一故
」

と

な

る
。

漢

課

は

衆

生
海

と

あ

り

、
鈴
木

・
泉

本

、
京

大

所

藏

A

・
B
本

と

も

に

ω
ρ
目
く
帥
:
ω
ρ
ヰ
〈
P
I
ω
ρ
B
ω
帥
目
P
ー

と

あ

る
。

ω
9
同
く
P
-
ω9
洋

く
ρ
あ

ρ
σq
ρ
同
ρ
ー

あ

る

い
は

ω
ρ
H
〈
ρ
1
ω
9
ヰ
<
9
i
ω
9
8,
ω習

ρ
1
ω四
σq
ρ
属
ρ
ー

と
言

う
異

本

が

あ

つ
た
も

の
か

。

漢

諜

三
本

は
四

と
㈲

の
句

が
半

句

つ

つ
合

わ

せ

て

一
句

と

な

つ

て

い

る
。

印

ち

晋
経

は

「
深

入

嚇二

切

衆

生

心

海

一、

出
二
生

如

來

十

力

智

光

明

一故

」、

唐

脛

は

「
入

一二

切
衆

生

心

海

一出
二
生
十

力

無

凝

智

光

一
故
」
、

行

願

品

は

「
深

入
一二

切

衆

生

心
海

一出

二
世

(
生

P
)

無

凝

十
力

智

一

故

」

と

あ

る
。

梵

交

は

憎四

ω
9
目く
9
〕ρ
σq
ρ
o
巨

算
9
1
ω
91
σq
p
H
91
〆、p
菖
H⇔
餌
亭

91
5,

㊤
嘗

91
⇔
9
ー
<
こ
詠
9
℃
げ図
9
昼

(ー
図
四

と
す

べ
き

か
)
、

㈲

ω
ρ
H
<
ρ
αQ
-

二
〇
9
ー
ω
91
σq
p
鼠
く
暮

同8

91
鼠

B

霧

呂

σq
ρ
占

溜

9
げ
巴
9
↓
ゆ
91昌
91<
巴
o
犀
㌣

ωρ
ヨ
す
昌
ρ
昌
舞

倒
図
思

(ー
騨
く
巴
○
犀
p
-

は

藏
…文

の

ω昌
9
仁

び
ρ
ー

と
漢

詳

に
よ

つ
て

ー
91
δ
吋
9
!

と
す

べ
き

で

あ

る
)

の
二
句

で
あ

る
。

漢

課

三

本

の
原

本

が
、

ω
9
H
ぐ
9
」ρ
σq
9
0
げ
詳
げ
P
あ

91
αQ
9
「帥
く
P
嵩
『ロ
91⇔
ρ
ヨ

ρ
ω
ρ
》
σq
ρ

ー
α
p
の
9
げ
巴
p
稼
98
⇒
9
0
閃
p
あ

9
ヨ
す

昌
ρ
⇔
暮

91
図
臥

と

あ

つ
た

も

の
か

。

℃
ρ
鉱
℃
90
0
ρ
づ
9
ー
<
ぎ

P
団
ρ
ー
犀
緯
帥
口
ρ
江
閃
目
P
8
9
。5
ρ
げ
似団
田

唐

経

は

「
鷹

時

教

化

悉

令

二
調

伏

一故
」
、

行

願

品

は

「
随

時

調

伏

令

二成

熟

一故

」

と

あ

る

が
、

こ

の
句

は

「
成

熟

し

た
教

化

の
時

機

を

逃

が

さ

ぬ

よ
う

に
」

と

言

う

所

が
強

調

さ
れ

る

の

で

あ

る
か

ら

晋
経

の

「
随

二
所

鷹
化

一不
〆
失
ゾ

時

故
」

の
方

が

適

切
。

⑳

℃
茜

江
℃
p
ヰ
網
ー
ρ
詳
β
σQ
ρ
ヨ
①
⇔
p
・
「
如

読
修

行

故
」

(
晋
経

)
、

=

一
修
行

令

二
具

足

一故

」

(唐

経

)
、

「
於

二
眞
實

道

一、

具

二
足

修

一故

」

(
行

願

品
)

菅

梵

文

は
十

一
句
、

漢

課

は
十

句

で

あ

る
。

ど
れ

も

ー
。。
騨
σq
p
H
ρ
1
9
<
暮

同・

苫

9

〈
i

海

に
趣

入

し

た

る
〉

と

な

つ

て

い

る
。

漢

課

は
適

宜

に

「
入
」
、

コ
深
入
」
、

「
度

」
、

「
究
寛

」

と
課

し

て

い
る
。

「
刹

定

記
」

は

入

の
字

は
悟

解

の
義

で
あ

る
と

言

つ
て

い
る

。
ρ
<
暮

冒
⇔
ρ

に
は
降

る
、

入

る
、

渡

る
、

越

え

る
、

し

終

る
、

到

る

の
意

が

あ

る
。

先

に

ス
ダ

ァ

ナ

が
無

上

の
正
豊

に

向

つ
て
出

獲

し

(
9

ぽ
ー
ω
ρ
3。
-
嘆

㌣

ω
叶三

3

)

無

上

の
智

慧

の
海

に
趣

入

し

よ

う

と

し

て

い
る

と
述

べ

た
語

に
野

し

て

菩

薩

行

海

へ
趣

入
す

る

こ
と

を
推

め

る
も

の
で

あ

る
。

「
探
玄

記

」

は

初

の

五
句

を

「
自

分

の
行
」
、

後

五
句

を

「
佛
果

に
入

る
行
」

と

み

て

い

る
。

そ

し

て
十

句

が

海

と
呼

ば

れ

る

の
は

比

丘
自

身

は

一
海

を
知

る

の
み

で
他

の
多

海

を

知

り
得

な

い
か

ら

ス
ダ

ァ
ナ

に
推

あ

る

の

だ
と

解

読

す

る
。

後

の
繹

家

ら

は

こ
れ

に
拘

泥

し

て
、

「
唯

一
の

(普

眼

)

法

門

を

知

つ
て

い

る
」

(①
犀
ρ
8。

α
げ
ρ
巨
B
9
℃
9
同
団
帥
団
9
ヨ

扇
昌
9ー
ヨ
一)

を

「
謙
ゾ
己

一
ゾ
知

」

と

か

「
謙

〆
己

推
〆
勝
」

と

繹

す

る

の
は
穿

ち

過

ぎ

る

。

原
文

の
十

一
句

か

ら

は
e

は
総

括

の
句

で
あ

り

、
日

四

因

㈹

幽

は

教

化

さ

れ

る

べ
き

衆

生

を
中

心

に
、

口
　㈲

囚

㈲

㈹

は
如
來

を
中

心

に
そ

こ
え
向

つ
て
精

進

す

る

こ
と

を
推

し

す

す

め

る
も

の
で

あ

る
。

「
行

け

よ

。

良

き

家

の
男

子

よ
、

實

に

ダ

ク

シ
ナ

ー

バ

ト

ハ
〈

南

㈱

方

へ
の
道

V

の
六

十

ヨ
ー

ジ

ャ
ナ

の
所

に

お

い

て
、

そ

こ

に

サ

ー
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ガ

ラ

・
テ

ィ

ー

ラ
〈

海

岸

V

と

い
う

名

の

ラ

ン
カ

ー

バ

ト

ハ
〈

ラ

㈲

ン
カ

ー

(楊

伽

・
セ

イ

ロ
ン
?

)

へ
の
路

〉

が

あ

り
、

そ

こ
に

ス

プ

ラ

テ

ィ

・
ス
テ

ヒ
タ

〈

し

つ
か

り

と

安

住

し

た

る

(
も

の
)

V

も
と

と
呼

ぶ
比

丘

が

住

ん

で

い

る

(
そ

の
許

へ
行

け

よ
)
。

そ

の

(
比

丘

)

に
親

近

し

て
、

そ

う

し

て
質

問

せ

よ
。

菩

薩

・
大

士

に

お

い

て

は
ど

の
よ

う

に

菩

薩

行

が
完

く
深

化

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

か

を

」
。

か

く

し

て
、

豪
商

の

息

子

・
ス
ダ

ァ
ナ
青

年

は

サ

ー

ガ

ラ

・
メ

ー
グ

ハ

比

丘

の
爾

足

を
頭

で
禮

拝

し
、

サ

ー

ガ

ラ

・
メ

ー

グ

ハ

比

丘

を

い
く
百

千

回

も

右

蓬

し

て
、

(
そ

し

て
)

見

仰

い

で
、

比

丘

の
前

よ

り
僻

し

て
往

き

ま

し

た
。

〔
O
〈
。
b
や

①
N

H
?

卜。
卜。
〕

㈲

創
ρ
厨

言
苧

℃
ρ
夢

2

言
o

唱
げ
団
o
σQ
ω

犀
旨

σQ
ロ
p
ω
・
「
詣

二
南

方

一」

(
晋

経

)、

「
南

行
」

(唐

経

・
行

願

品
)
、

南

方

へ
牲

く

街
道

の
途

上

に
於

て
、

の
意

味

。

団
o
す
口
㊤

〈
由
旬

〉

は

約

七

・
ニ

キ

ロ
絵

と

さ

れ

る
。

「
探
玄

記

」
」
、

「
刊
定

記
」

に
よ

れ

ば
六

十

由

旬

の
意

味

を
古

徳

の
繹

を

引

用

し

て
、

六

波

羅
蜜

の
實

践

を
指

す

と
理

解

し

て

い
る
。

「
澄

観

疏
」
、

「
行

願

疏

」

で

は

「
六

十

由
旬

者

修

ご
六

度

行

一、

浄

二
六
根

一」

と

あ

る

う
ち

、

六
根

を
浮

ず

る
立

場

は
李

通

玄

の

「
決

疑

論

」

に

「
以
二
前

十

二
縁

生

観

一

(海

雲

比

丘

の
観

海

を

示

す

)

観
二
六
根

名

色

識

三
種

一成

〆
智

、

今

位

中
、

以

〆
智

随

二
六
根

現

行

分

別

一無
レ
不
二
解
脱

一

故

」

と

す

る
見

解

に
依

る

も

の

で
あ

ろ

う
。

し
か

し

、
「
新

華

嚴

経

論

」

(
李

通
玄

)

で
は

欲

界

六

天
業

を

超

過

す

る
義

と

も

見

敬

し

て

い

る
。

㈲㈲

ω
91σQ
9
雷

み

同影

昌
91
日
9

い
蝕

閃
91
愚

ρ
昏

p

5
》

犀
9
豆

αQ
昌
霧

嶺

団
p

ヨ

富
び
o
嘗

鳥
o
σQ
ω話

①
ω

び
団
p

び
p

・
晋

経

は

「
有

一二

國

土

一
名
二
海

岸

一」

と

あ

り
、

唐

経

・
行

願
品

は

「
桝

伽

道

邊
有

一
聚

落

、

名

爲
二
海
岸

二

で

あ

る
。

漢

課

で
は

と

も

に
地

名

で
梵

交

と
相

鷹

し

な

い
が
、

法

藏

が

「
探
玄

記

」

に

「
天

笠
梵

本

名

二
海

岸
樗

伽

道

こ

と
あ

る
か

ら
梵

本

と

一
致

す

る
。

省

、

法

藏

は

こ
の
道

は

通

じ

て
樗

伽

山

に
向

う

も

の

で
、

勝

流

法

界

に
到

達

す

る

の
意

と
見

倣

し

て

い

る
。

「
列

定

記
」
、

「
澄

観

疏

」

は
海

岸

國

(
聚
落

)

を
南

海

の
北
岸

だ

と

い
う

。

エ
ジ

ャ
ー

ト

ン
の

切
●寓

・ω
●∪
・
で

は

い
9
ロ
犀
び
91℃
暮

げ
ρ

の
項

に
、

帥

目
o
αq
δ

昌

ぎ

O
①覧

・
口

と

し

(夢

δ

q
。・Φ

9

壱

暮

冨

芝
。
巳

q

ωΦ
窪

蚕

夢

震

磐

○
日
巴
○
霧

一⇒

ω
閃
戸

や

膳
①
O
.σ
・)

と

指

摘

し

て

い
る
。

も

し
、

-
℃
9
夢

ρ

を

ー
℃
p
α
P

-
℃
9
α
H
ρ
・
な

ど

の
聚

落

の
意

味

と

と

る

な

ら
ば

梵

文

は

「
海

邊

と

い

う
名

の

ラ

ン
カ
ー

村
」

と

な
り
、

夜

叉

ラ
ー

バ

ナ

鼠

く
ρ
彊
9

ら

の
住

居

、

師

ち

ラ

ン
カ

!

・
プ

ラ

で
あ

る
。

樗

伽

経

の

説

所

と
同

じ

獲
想

素
材

で
あ

る

ラ
ー

マ
ヤ
ー

ナ
詩

に
依

る

も

の

で

あ
ろ

う
。

曽

i
唱

暮

7
磐
ぼ

富

昌
四
ヨ
ρ

び
ケ
涛
昭

り
自
σQ
o

巴
o
}

愈
ロ

ε

び
詳

9
口

℃
ρ

ゆ
Φ
ω

σ
団
ρ

σ
9
●
「
善

住

」

(晋

・
唐

経

)
、

「
妙

住
」

(行

願
品

)
、

「
探

玄

記
」

は
善

住

と

は

「
巧

入
〆
理

住

、

又
身

住

二
虚

空

一、

行

理

(路

)

無

凝

名
爲

二
善

住

こ

と

理
解

し

て

い

る
。

二

研

究

ノ

ー
ト

と

し

て
㈹

こ

の
章

の
表

現

形

式

に

つ

い

て

は
、

教

法

U
げ
霞

ヨ
9

と
海

G。
魑
σq
ρ
類

の
讐

喩

、

大

蓮
華

湧
出

調

、

b
9
α
ヨ
学
B
巳
9

の

シ

ン
ボ

リ

ズ

ム
な

ど

の
多

く

の
問

題

が

あ



り
、
㈲
思
想
内
容
に
つ
い
て
も
菩
薩
護
心
の
條
件
、

菩
提
心
の
十

一
心
、
十
の
ダ
ハ
ー
ラ

ニ
、
菩
薩
行
の
十

一
海
、

な
ど
の
思
想
史

的
背
景
を
追
求
す
る
べ
き
で
あ
り
、

更
に
普
眼
経
と
呼
ば
れ
る
華

嚴

の
維
曲
ハ観
や
十
住
品
、
十
地
品
、
十
定
品
、

阿
僧
祓
品
な
ど
の

他
の
品
と
の
關
係
、

あ
る
い
は
海
印
三
昧
の
思
想
な
ど
と
考
察
す

べ
き
重
要
な
課
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
小
稿
で
は

割
愛
す
る
。

〔未
完
〕
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